
備 考

3年次

-

-

-

-

-

-

-

新
設
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50 200
学士（文学）

【Bachelor of Arts In
Literature】

昭和23年4月
第1年次

同上

哲学科
【Department of
Philosophy】

4 60 240
学士（哲学）

【Bachelor of Arts In
Philosophy】

昭和23年4月
第1年次

同上

フランス文学科
【Department of French
Literature】

4 50 200
学士（文学）

【Bachelor of Arts In
Literature】

昭和41年4月
第1年次

同上

新聞学科
【Department of
Journalism】

4 120 480
学士（新聞学）

【Bachelor of Arts In
Journalism】

昭和23年4月
第1年次

同上

神学部
【Faculty of Theology】

神学科
【Department of
Theology】

4
50

（40）
8

216
（176）

学士（神学）
【Bachelor of Arts In

Theology】

令和5年4月
第1年次

史学科
【Department of
History】

4 70 280
学士（史学）

【Bachelor of Arts In
History】

昭和23年4月
第1年次

同上

国文学科
【Department of
Japanese Literature】

4

新 設 学 部 等 の 目 的

　神学部および理工学部は、過去数年間にわたり、安定的に志願者を確保している。
また、本学が輩出する人材についても安定的に社会に受け入れられており、本学への進学意欲や人材養
成に対する期待は高い。神学部は、堅固な価値観を養い、その実現の方策を探ることを通して現代社会
のために貢献できる人材養成を、理工学部は、科学技術や多様化する社会対応する力（複合知）と専門
分野を習得し、「科学・技術の発展」に貢献できる人材養成を目指している。
　これらの人材を養成することにより、社会の要請に応え、建学の理念や人材養成の目的を実現するこ
とを企図し、入学定員を増員するものである。

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

英文学科
【Department of English
Literature】

4 100

60 240
学士（文学）

【Bachelor of Arts In
Literature】

昭和34年4月
第1年次

同上

東京都千代田区紀
尾井町7番1号

文学部
【Faculty of Humanities】

大 学 本 部 の 位 置 東京都千代田区紀尾井町7番1号

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ｼﾞｮｳﾁｶﾞｸｲﾝ

設 置 者 学校法人　上智学院

大 学 の 目 的

　本学は、カトリックの伝統を受け継ぎ、キリスト教ヒューマニズムに基づき、学術の中心として、真
理を探求し、広い知識と深い専門の学芸を教授し、知的、道徳的及び応用的能力の展開による人間形成
につとめ、有能な社会の先導者を育成するとともに、文化の発展と人類の福祉に寄与することを目的と
する。

400
学士（文学）

【Bachelor of Arts In
Literature】

昭和23年4月
第1年次

同上

ドイツ文学科
【Department of German
Literature】

4

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ｼﾞｮｳﾁﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 上智大学　(Sophia University)
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同上

昭和33年4月
第1年次

同上

昭和33年4月
第1年次

同上

総合人間科学部
【Faculty of Human
Sciences】

240
学士（外国研究）

【Bachelor of Arts In
Foreign Studies】

昭和39年4月
第1年次

同上

昭和55年4月
第1年次

同上

280
学士（法学）

【Bachelor of Arts In
Law】

平成9年4月
第1年次

同上

昭和33年4月
第1年次

同上

240
学士（外国研究）

【Bachelor of Arts In
Foreign Studies】

昭和33年4月
第1年次

同上

280
学士（外国研究）

【Bachelor of Arts In
Foreign Studies】

昭和33年4月
第1年次

同上

240
学士（教育学）

【Bachelor of Arts In
Education】

220
学士（心理学）

【Bachelor of Arts In
Phychology】

240
学士（社会学）

【Bachelor of Arts In
Sociology】

240
学士（社会福祉学）

【Bachelor of Arts In
Social Services】

400
学士（法学）

【Bachelor of Arts In
Law】

660
学士（経済学）

【Bachelor of Arts In
Economics】

720
学士（外国研究）

【Bachelor of Arts In
Foreign Studies】

280
学士（外国研究）

【Bachelor of Arts In
Foreign Studies】

660
学士（経営学）

【Bachelor of Arts In
Management】

240
学士（外国研究）

【Bachelor of Arts In
Foreign Studies】

ポルトガル語学科
【Department of Luso-
Brazilian Studies】

4 60

フランス語学科
【Department of French
Studies】

4 70

イスパニア語学科
【Department of
Hispanic Studies】

4 70

ロシア語学科
【Department of Russian
Studies】

4 60

外国語学部
【Faculty of Foreign
Studies】

英語学科
【Department of English
Studies】

4 180

ドイツ語学科
【Department of German
Studies】

4 60

同上

280
学士（看護学）
【Bachelor of
Nursing】

平成23年度4月
第1年次

東京都千代田区紀尾井町
7番1号（1年～4年）
東京都新宿区下落合4丁
目16番11号（2年～4年）

経済学部
【Faculty of Economics】

経済学科
【Department of
Economics】

4 165

経営学科
【Department of
Management】

4 165

法律学科
【Department of Law】

4 160

国際関係法学科
【Department of
International Legal
Studies】

4 100

地球環境法学科
【Department of Legal
Studies of the Global
Environment】

4 70

640
学士（法学）

【Bachelor of Arts In
Law】

昭和32年4月
第1年次

東京都千代田区紀尾井町
7番1号

昭和23年4月
第1年次

同上

昭和23年4月
第1年次

社会福祉学科
【Department of Social
Services】

4 60

看護学科
【Department of
Nursing】

4 70

法学部
【Faculty of Law】

教育学科
【Department of
Education】

4 60

心理学科
【Department of
Psychology】

4 55

社会学科
【Department of
Sociology】

同上

平成17年4月
第1年次

同上

平成17年4月
第1年次

同上

平成17年4月
第1年次

4 60

平成17年4月
第1年次



-

-

-

-

-

上智社会福祉専門学校

　社会福祉専門課程

　　社会福祉士・児童指導員科　　　　　（△40）

　　介護福祉士科　　　　　　　　　　　（△40）

※令和3年4月学生募集停止

上智大学

　神学部

　　神学科　[定員増]　　　　　　　　　（　10）

　理工学部

　　物質生命理工学科　[定員増]　　　　（　12） (令和5年4月)

　　機能創造理工学科　[定員増]　　　　（　12） (令和5年4月)

　　情報理工学科　[定員増]　　　　　　（　6）  (令和5年4月)

新
設
学
部
等
の
概
要

学士（理工学）
【Bachelor of Science
In Information and

Communication
Sciences】

令和5年4月
第1年次

同上

548
（500）

学士（理工学）
【Bachelor of Science
In Materials and Life

Sciences】

令和5年4月
第1年次

同上

548
（500）

学士（理工学）
【Bachelor of Science
In Engineering and
Applied Sciences】

令和5年4月
第1年次

同上

学士（国際関係論）
【Bachelor of Arts In

International
Relations】

平成26年4月
第1年次

同上

学士（地域研究）
【Bachelor of Arts In

Area Studies】

744
学士（国際教養）

【Bachelor of Arts In
Liberal Arts】

平成18年4月
第1年次

同上

880

情報理工学科
【Department of
Information and
Communication
Sciences】

4
136

（130）
544

（520）

理工学部【Faculty of
Science and Technology】

物質生命理工学科
【Department of
Materials and Life
Sciences】

4
137

（125）

機能創造理工学科
【Department of
Engineering and Applied
Sciences】

4
137

（125）

総合グローバル学部
【Faculty of Global
Studies】

総合グローバル学科
【Department of Global
Studies】

国際教養学部
【Faculty of Liberal
Arts】

国際教養学科
【Department of Liberal
Arts】

4 186

2204

卒業要件単位数
講義

－単位

演習 実験・実習 計

－ －科目 －科目 －科目 －科目

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

計
2,841

（2,801）
8

11,380
（11,220）



新

設

分

教

員

組

織

の

概

要

（4） （0） （1） （17） （0） （26）

　　　　　　英語学科
21 0 15

　　　　　　ドイツ語学科
6 0 1 1 8 0 14

（6） （0） （1） （1） （8） （0） （14）

（13） （4） （3） （1） （21）

（12）

　　　　新聞学科
7 2 0 1 10 0 14

（7） （2） （0） （1） （10） （0） （14）

　　　　　経営学科
9 3 0 2 14 0 19

（9） （3） （0） （2） （14） （0） （19）

経済学部　経済学科
12

　　　　フランス文学科
6 0 0 1 7 0 11

（6） （0） （0） （1） （7） （） （11）

（3） （0） （3） （14） （0） （13）

　　　　ドイツ文学科
5 2 0 0 7 0 6

（5） （2） （0）

　　　　英文学科
8 3

（3） （0） （0） （10） （0） （18）

　　　　国文学科
6 2 0 0 8 0 10

（6） （2） （0） （0） （8） （0） （10）

　　　　史学科
7 3

　　　　哲学科
4 4 0 0 8 0 14

（4） （4） （0） （0） （8） （0） （14）

（3） （0） （0） （8） （0） （13）

（11）

0 3 14 0 13

（8）

　　　　　　　　社会福祉学科
5 3 0

　　　　　　　　看護学科
6 6 0 7 19 15 35

（6） （6） （0） （7） （19） （15） （35）

（13） （0） （14）

　　　　　　　　社会学科
5 3 0 1 9 0 11

（5） （3） （0） （1） （9） （0）

0 8 0 13

（5）

（0） （0） （0） （1） （0） （0）

（2） （0） （2）

0 0 10 0 18

（7）

（0） （7） （0） （6）

6 3 0 0 9 0 21

（6）

　　　　　　　　心理学科
9 2 0 2 13 0 14

（9）

総合人間科学部
1 0 0 0 1 0 0

（1）

　　　　　　　　教育学科
（3） （0） （0） （9） （0） （21）

（10） （2） （0） （0） （12） （0） （6）

　　　　国際関係法学科
10 2 0 0 12 0 4

（10） （2） （0） （0） （12） （0） （4）

（0） （18）

4 0 1 17 0 26

0

（14） （0） （13）

助手

（0） （15）

13 4 3 1

法学部　法律学科
10

1 0 7

（1） （0）

0 8 0 18

（8） （0） （0） （0） （8）
　　　　地球環境法学科

2 0 0 12 0 6

8 0

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計

神学部　神学科
9 2 1 2 14 0 13

（9） （2） （1） （2）

文学部
1 0 0 0

（0） （0） （1） （0） （7）

外国語学部
0 0 0 0 0 0 46

（0） （0） （0） （0） （0） （0） （46）



新

設

分

教

員

組

織

の

概

要

計
271 108 6 39 424 15 －

（271） （108） （6） （39） （424） （15） （－）

　　　　　情報理工学科
17 9 0 3 29 0 26

（17） （9） （0） （3） （29） （0） （26）

　　　　　機能創造理工学科
24 7 0 5 36 0 4

33 0 4

（23） （8） （0） （2） （33） （0） （4）

国際教養学部　国際教養学科
14 18 0 1 33 0 26

（14） （18） （0） （1） （33） （0） （26）

総合グローバル学部　総合グローバル学科
21 5 0 2 28 0 18

（21） （5） （0） （2） （28） （0） （18）

　　　　　　ポルトガル語学科
5 2 1 1 9 0 8

（5） （2） （1） （1） （9） （0） （8）

　　　　　　ロシア語学科
4 2 0 2 8 0 8

（4） （2） （0） （2） （8） （0） （8）

　　　　　　イスパニア語学科
5 3 0 1 9 0 10

（5） （3） （0） （1） （9） （0） （10）

　　　　　　フランス語学科
5 4 0 0 9 0 16

（5） （4） （0） （0） （9） （0） （16）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
416 7 423

（416）

図 書 館 専 門 職 員
2 0 2

（2） （0） （2）

計
422 7 429

（422） （7） （429）

そ の 他 の 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

（423）

技 術 職 員
4 0 4

（4）

15 －

（288） （122） （36） （51） （497） （15） （－）

（0） （4）

（7）

合　　　　計
288 122 36 51 497

グローバル教育センター
（6） （0） （2） （1） （9）

（4）

理工学部　物質生命理工学科

理工学部
0 0 0 0 0 0 12

（0） （0） （0） （0） （0） （0） （12）

6 0 2 1 9 0 15

（24） （7） （0） （5） （36） （0）

23 8 0 2

215

（8） （11） （24） （0） （43） （0） （215）

小計
17 14 30 12 73 0 －

（17） （14） （30） （12） （73） （0） （－）

（0） （15）

基盤教育センター
3 3 4 11 21 0 34

（3） （3） （4） （11） （21） （0） （34）

言語教育研究センター
8 11 24 0 43 0

既

設

分



大学全体

－ 千円 － 千円

－ 千円 － 千円

－ 千円 － 千円

－ 千円 － 千円

文学部 新聞学科

総合人間科学部 心理学科

総合人間科学部 看護学科

理工学部

国際教養学部

30,624千円 30,624千円 30,624千円 30,624千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

＜借用＞
・大阪サテライトキャ
ンパス
　(借用面積：664.50
㎡)
　(貸与者：宗教法人
カトリック
　大阪大司教区)
(借用期間：平成23年4
月1日から令和13年3月
31日まで。その後も継
続して契約予定。)

＜他の学校との共用部
分＞
・秦野キャンパス運動
場用地は上智大学短期
大学部と共用
　(収容定員：500名)

＜借用地＞
・四谷運動場
　(借用面積：
23,972.87㎡)
　(貸与者：東京都)
　(借用期間：平成21
年10月28日から平成41
年10月27日まで。その
後も継続して契約予
定。)
・四谷キャンパス一部
　(借用面積：4,260
㎡)
　(貸与者：宗教法人
カトリック
　　イエズス会)
　(借用期間：平成28
年6月1日
　　から令和8年5月31
日まで。
　　その後も継続して
契約予定。)
・石神井キャンパス
  (借用面積：1,600.8
㎡)
　　(貸与者：宗教法
人カトリック
　　イエズス会)
　(借用期間：平成28
年6月1日から令和8年5
月31日まで。その後も
継続して契約予定。)

530千円 530千円 530千円 530千円

80,000千円 80,000千円 80,000千円 80,000千円

点

4,768 ㎡

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

第６年次第４年次 第５年次

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、資産運用収入、寄付金収入、補助金収入等

教員１人当り研究費等

323,043千円 323,043千円 323,043千円 323,043千円

―　　千円 ―　　千円

1,110千円

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,253.53 ㎡

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

20,709㎡ 1,951 2,022,000

0

（1,126,128〔487,309〕） （60,714〔55,536〕） （49,437〔49,437〕） (18,472) （　　0　　） （　　0　　）

0

（1,126,128〔487,309〕） （60,714〔55,536〕） （49,437〔49,437〕） (18,472) （　　0　　） （　 0　　）

1,128,528〔487,709〕　 60,714〔55,536〕　 49,437〔49,437〕　 18,472 0

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具

大学全体
1,128,528〔487,709〕　 60,714〔55,536〕　 49,437〔49,437〕　 18,472 0

計

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

大学全体 691 室

177,211.04㎡  0㎡  0㎡  177,211.04㎡

（177,211.04㎡） （0㎡） （0㎡） （177,211.04㎡）

10　室

（補助職員　0人） （補助職員　34人）

228,741.58 ㎡

運 動 場 用 地 23,972.87 ㎡ 82,867 ㎡ 0 ㎡ 106,839.87 ㎡

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

119　室 134　室 223　室
8　室

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 206,794.58 ㎡ 0 ㎡

そ の 他 22,458.84 ㎡ 0 ㎡

合 計 253,226.29 ㎡ 82,867 ㎡ 26,715 ㎡ 362,808.29 ㎡

27,226.84 ㎡

21,947 ㎡

小 計 230,767.45 ㎡ 82,867 ㎡ 21,947 ㎡ 335,581.45 ㎡

―　　千円

―　　千円

―　　千円

―　　千円

―　　千円

―　　千円

―　　千円

―　　千円

―　　千円

―　　千円

図書費にはオンライ
ン資料、データベー
ス（オンライン検
索）使用料，AV関連
資料を含む。

1,110千円 1,110千円

1,147千円 1,147千円 1,147千円

1,614千円

1,612千円

1,288千円

1,614千円

1,612千円

1,288千円

1,614千円

1,612千円

1,288千円

大学全体

学
生
１
人
当
り
納
付
金

神学部・文学部(新聞学科除
く）・総合人間科学部（心
理・看護除く）・法学部・経
済学部・外国語学部・総合グ
ローバル学部

第１年次 第２年次 第３年次

1,270千円 1,070千円 1,070千円 1,070千円

1,310千円

1,347千円

1,814千円

1,812千円

1,488千円



神学部 3年次 1.03

 神学科 4 40 8 176 学士(神学) 1.03 昭和33年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

文学部 1.01

 哲学科 4 60 － 240 学士(哲学) 1.01 昭和23年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

 史学科 4 70 － 280 学士(史学) 1.05 同上 同上

 国文学科 4 60 － 240 学士(文学) 1.01 昭和34年度 同上

 英文学科 4 100 － 400 学士(文学) 1.02 昭和23年度 同上

 ドイツ文学科 4 50 － 200 学士(文学) 1.00 同上 同上

 フランス文学科 4 50 － 200 学士(文学) 0.99 昭和41年度 同上

 新聞学科 4 120 － 480 学士(新聞学) 1.03 昭和23年度 同上

総合人間科学部 1.01

 教育学科 4 60 － 240 学士(教育学) 1.03 平成17年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

 心理学科 4 55 － 220 学士(心理学) 1.00 同上 同上

 社会学科 4 60 － 240 学士(社会学) 1.03 同上 同上

 社会福祉学科 4 60 － 240 学士(社会福祉学) 1.02 同上 同上

 看護学科
4 70 － 280

学士(看護学)
0.99

平成23年度
東京都千代田区紀尾井町7番1号（1年～4年）

東京都新宿区下落合4丁目16番11号（2年～4年）

法学部 1.01

 法律学科 4 160 － 640 学士(法学) 1.01 昭和32年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

 国際関係法学科 4 100 － 400 学士(法学) 1.01 昭和55年度 同上

 地球環境法学科 4 70 － 280 学士(法学) 1.01 平成9年度 同上

経済学部 1.01

 経済学科 4 165 － 660 学士(経済学) 1.01 昭和23年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

 経営学科 4 165 － 660 学士(経営学) 1.01 同上 同上

外国語学部 1.01

 英語学科 4 180 － 720 学士(外国研究) 1.01 昭和33年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

 ドイツ語学科 4 60 － 240 学士(外国研究) 1.01 同上 同上

 フランス語学科 4 70 － 280 学士(外国研究) 1.00 同上 同上

 イスパニア語学科 4 70 － 280 学士(外国研究) 1.00 同上 同上

 ロシア語学科 4 60 － 240 学士(外国研究) 1.01 同上 同上

 ポルトガル語学科 4 60 － 240 学士(外国研究) 1.01 昭和39年度 同上

総合グローバル学部 1.02

 総合グローバル学科 4 220 － 880 学士(国際関係論) 1.02 平成26年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

学士（地域研究）

国際教養学部 1.04

 国際教養学科 4 186 － 744 学士(国際教養) 1.04 平成18年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

理工学部 1.01

 物質生命理工学科 4 125 － 500 学士(理工学) 0.99 平成20年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

 機能創造理工学科 4 125 － 500 学士(理工学) 1.01 同上 同上

 情報理工学科 4 130 － 520 学士(理工学) 1.01 同上 同上

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

年 人 年次
人

人 倍

上智大学

編入学
定　員

収容
定員

既
設
大
学
等
の
状
況

学位又
は称号

大 学 の 名 称



神学研究科

 神学専攻

（博士前期課程） 2 20 － 40 修士(神学) 0.15 昭和26年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

 組織神学専攻

（博士後期課程） 3 4 － 12 博士(神学) 0.41 昭和30年度 同上

哲学研究科

 哲学専攻

（博士前期課程） 2 － － － 修士(哲学) － 昭和26年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

（博士後期課程） 3 － － － 博士(哲学) － 昭和30年度 同上

文学研究科

 哲学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(哲学) 0.70 平成28年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(哲学) 0.33 平成28年度 同上

 史学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(史学) 0.40 昭和41年度 同上

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(史学) 0.22 昭和46年度 同上

 国文学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(文学) 0.30 昭和43年度 同上

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(文学) 0.44 昭和45年度 同上

 英米文学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(文学) 0.35 昭和41年度 同上

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(文学) 0.00 同上 同上

 ドイツ文学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(文学) 0.50 昭和41年度 同上

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(文学) 0.11 同上 同上

 フランス文学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(文学) 0.05 昭和43年度 同上

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(文学) 0.11 昭和46年度 同上

 新聞学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(新聞学) 0.40 昭和46年度 同上

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(新聞学) 0.44 昭和49年度 同上

 文化交渉学専攻

（博士前期課程） 2 16 － 32 修士(文学) 0.28 平成23年度 同上

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(文学) 0.44 同上 同上

実践宗教学研究科

 死生学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(文学) 0.90 平成28年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

（博士後期課程） 3 3 - 9 博士(文学) 1.10 平成29年度 同上

既
設
大
学
等
の
状
況

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

修業
年限

編入学
定　員

倍

※平成28年度より
学生募集停止（哲
学専攻　博士前期
課程、博士後期課
程）

入学
定員

大 学 の 名 称 上智大学大学院

学 部 等 の 名 称



総合人間科学研究科

 教育学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(教育学) 0.95 平成17年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

（博士後期課程） 3 5 － 15 博士(教育学) 0.73 同上 同上

 心理学専攻

（博士前期課程） 2 20 － 40 修士(心理学) 0.97 平成17年度 同上

（博士後期課程） 3 5 － 15 博士(心理学) 0.73 同上 同上

 社会学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(社会学) 0.60 平成17年度 同上

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(社会学) 0.11 同上 同上

 社会福祉学専攻

（博士前期課程） 2 10 － 20 修士(社会福祉学) 0.40 平成17年度 同上

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(社会福祉学) 0.22 同上 同上

 看護学専攻

（修士課程） 2 9 － 18 修士(看護学) 0.44 平成23年度 同上

法学研究科

 法律学専攻

（博士前期課程） 2 20 － 40 修士(法学) 0.37 昭和41年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

（博士後期課程） 3 4 － 12 博士(法学) 0.00 昭和43年度 同上

 法曹養成専攻

（専門職学位課程） 3 40 － 120 法務博士(専門職) 0.57 平成16年度 同上

経済学研究科

 経済学専攻

（博士前期課程） 2 15 － 30 修士(経済学) 0.39 昭和26年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

（博士後期課程） 3 2 － 6 博士(経済学) 1.00 平成19年度 同上

 経営学専攻

（博士前期課程） 2 15 － 30 修士(経営学) 0.56 平成19年度 同上

（博士後期課程） 3 2 － 6 博士(経営学) 0.16 同上 同上

言語科学研究科

 言語学専攻

（博士前期課程） 2 33 － 66 修士(言語学) 0.81 昭和45年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

（博士後期課程） 3 5 － 15 博士(言語学) 1.20 昭和48年度 同上

既
設
大
学
等
の
状
況



グローバル･スタディーズ

研究科

 国際関係論専攻

（博士前期課程） 2 15 － 30 修士(国際関係論) 0.56 平成18年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

（博士後期課程） 3 6 － 18 博士(国際関係論) 0.10 同上 同上

 地域研究専攻

（博士前期課程） 2 15 － 30 修士(地域研究) 0.26 平成18年度 同上

（博士後期課程） 3 5 － 15 博士(地域研究) 0.40 同上 同上

 グローバル社会専攻

（博士前期課程） 2 30 － 60 修士(比較日本研究) 1.28 平成18年度 同上

修士(国際経営開発学)

修士(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会研究)

（博士後期課程） 3 3 － 9 博士(比較日本研究) 0.55 同上 同上

博士(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会研究)

国際協力学専攻 2 10 - 10 修士（国際協力学） 0.30 令和3年度 同上

（修士課程）

理工学研究科

 理工学専攻

（博士前期課程） 2 250 － 500 修士(理学) 0.72 平成20年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

修士(工学)

（博士後期課程） 3 20 － 60 博士(理学) 0.64 同上 同上

博士(工学)

地球環境学研究科

 地球環境学専攻

（博士前期課程） 2 60 － 120 修士(環境学) 1.33 平成17年度 東京都千代田区紀尾井町7番1号

（博士後期課程） 3 10 － 30 博士(環境学) 0.80 同上 同上

英語科 2 250 － 0.71

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地学 部 等 の 名 称
修業
年限

附属施設の概要
該当なし

大 学 の 名 称 上智大学短期大学部

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

既
設
大
学
等
の
状
況

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

短期大学士（英語） 昭和48年度 神奈川県秦野市上大槻山王台999番地

年 人 年次
人

人 倍

500



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 前 2 ○ 2 2 オムニバス

1 後 2 ○ 1 2 1 共同

1 前 2 ○ 1

1 後 2 ○ 兼1

1 前 2 ○ 1

1・2 前 2 ○ 1

1・2 後 2 ○ 1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 4 共同

3 ② 2 ○ 1

4 前 2 ○ 9 2 2

4 後 2 ○ 9 2 2

30 0 0 9 2 0 2 0 兼1 -

3 後 2 ○ 9 2 2

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

1・2 前 2 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 兼1

1・2 ① 2 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 兼1

1・2 前 2 ○ 兼1

1・2 前 2 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 兼1

1・2 ① 2 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 兼1 隔年

1・2 後 4 ○ 兼1

1・2 前 4 ○ 兼1

1・2 後 4 ○ 兼1

1・2 ① 1 ○ 兼3 オムニバス

1・2 ② 1 ○ 1 兼1 オムニバス

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

必
修
科
目

宣教学

聖書と倫理

モーセ五書

預言者

シンボルとサクラメントⅡ

終末論

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

現代哲学A

現代哲学B

キリスト教の成立とその時代

人間論Ⅰ

自然神学Ⅰ

自然神学Ⅱ

形而上学Ⅰ

形而上学Ⅱ

宗教哲学

倫理学Ⅱ

－ －

卒業論文ゼミナール

宣教実務基礎演習Ⅰ（旧約聖書研究）

宣教実務基礎演習Ⅱ（新約聖書研究）

卒業論文Ⅱ

小計（15科目）

教父たちの思想

教会法概論

宣教実務基礎演習Ⅲ（カテキズム研
究）

宣教実務基礎演習Ⅳ（教会の社会教説
研究）

宣教実務基礎演習Ⅴ（神学文献研究）

イエス・キリストⅡ

諸宗教の神学

カトリックとプロテスタント

認識論Ⅰ

認識論Ⅱ

倫理学Ⅰ

キリスト教と哲学Ⅱ

キリスト教倫理Ⅱ

神と人間Ⅱ（創造と救済）

キリストの教会Ⅱ

キリスト教学入門Ⅰ

キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ

キリスト教の歴史Ⅰ

備考

キリストの教会Ⅰ

神学アカデミック・スキルズ

シンボルとサクラメントⅠ

卒業論文Ⅰ

神と人間Ⅰ（罪と原罪）

旧約聖書概説

新約聖書概説

キリスト教と哲学Ⅰ

キリスト教の歴史Ⅱ

イエス・キリストⅠ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置


タイプライターテキスト
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 後 2 ○ 兼1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 後 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 後 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 後 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

0 166 0 9 2 0 0 0 兼21 -

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 後 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

2・3・4 後 2 ○ 1 隔年

2・3・4 前 2 ○ 兼1

選
択
科
目

ヨハネ福音書と初代教会の諸文書

パウロ

小計（81科目） － －

キリスト教ラテン語

聖書ギリシア語Ⅰ

聖書ギリシア語Ⅱ

聖書ヒブル語Ⅰ

聖書ヒブル語Ⅱ

聖書ギリシア語原典研究Ⅰ（物語文学
の講読）

聖書ギリシア語原典研究Ⅱ（書簡文学
の講読）

聖書ヒブル語原典研究Ⅰ（物語テキス
トの講読）

キリスト教の美術Ⅱ

旧約聖書Ⅰ

旧約聖書Ⅱ

新約聖書Ⅰ

新約聖書Ⅱ

聖書考古学

キリスト教と音楽芸術Ⅱ

キリスト教建築Ⅰ

キリスト教建築Ⅱ

キリスト教の礼拝

典礼の歴史と霊性

キリスト教の美術Ⅰ

キリスト教文学Ⅰ

キリスト教文学Ⅱ

西洋美術史

教会音楽Ⅰ（歴史でたどる教会音楽）

教会音楽Ⅱ（典礼のテーマで学ぶ教会
音楽）

キリスト教と音楽芸術Ⅰ

宗教史

霊性の歴史

自然科学とキリスト教Ⅰ

自然科学とキリスト教Ⅱ

キリスト教文学倫理思想

アイルランド研究A

平和学

キリスト教とコミュニケーション

経済・経営の倫理

国際政治経済論（経済学的アプロー
チ）1

国際政治経済論（経済学的アプロー
チ）2

アイルランド研究B

倫理と霊性

生圏の倫理

ボランティア論

道徳哲学

カトリック社会思想

民族関係論

詩編と知恵

福音書

性の倫理

倫理神学の諸問題

パストラル・ケア

宗教学
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2・3・4 後 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

2・3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

2・3・4 前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 兼1

2・3・4 後 2 ○ 兼1

0 36 0 2 2 1 0 0 兼7 -

1・2 前後 2 ○ 兼13

1・2 前後 2 ○ 兼13

1・2 前後 2 ○ 兼11

1・2 前後 2 ○ 兼11

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 2 ○ 兼1 集中

0 18 0 0 0 0 0 0 兼17

1・2 前後 2 ○ 兼15

1・2 前後 2 ○ 兼15

1・2 前後 2 ○ 兼14

1・2 前後 2 ○ 兼14

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 2 ○ 兼2 隔年

1・2 後 2 ○ 兼2 隔年

1・2 前 2 ○ 兼1 隔年

1・2 後 2 ○ 兼1 隔年

1・2 後 2 ○ 兼1 集中

0 34 0 0 0 0 0 0 兼25

1・2 前後 2 ○ 兼25

1・2 前後 2 ○ 兼25

1・2 前後 2 ○ 兼21

1・2 前後 2 ○ 兼19

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

イ
ス
パ
ニ
ア
語

語
学
科
目

イスパニア語上級B

イスパニア語上級C

小計（　25科目）

イスパニア語総合１（初級）

イスパニア語総合２（初級）

イスパニア語総合３（中級）

イスパニア語総合４（中級）

イスパニア語上級A

－ －

フランス語上級O

フランス語総合２（初級）

フランス語総合３（中級）

フランス語総合４（中級）

フランス語上級A

フランス語上級B

フランス語上級C

フランス語上級D

フランス語上級E

フランス語上級F

フランス語上級P

ADVANCED FRENCH (INTEGRATED SKILLS) A

ADVANCED FRENCH (INTEGRATED SKILLS) B

ADVANCED FRENCH (INTEGRATED SKILLS) C

ADVANCED FRENCH (INTEGRATED SKILLS) D

海外短期語学講座（フランス語）

フランス語総合１（初級）

フランス語上級G

フランス語上級H

フランス語上級I

フランス語上級J

フランス語上級K

フランス語上級L

フランス語上級M

フランス語上級N

小計（18科目） - －

ド
イ
ツ
語

ドイツ語総合１（初級）

ドイツ語上級G

ドイツ語総合２（初級）

ドイツ語総合３（中級）

ドイツ語総合４（中級）

ドイツ語上級A

ドイツ語上級B

ドイツ語上級C

ドイツ語上級D

ドイツ語上級E

ドイツ語上級F

ドイツ語上級H

海外短期語学講座（ドイツ語）

小計（　13科目） － －

フ
ラ
ン
ス
語

英語による実践キリスト教Ⅰ

英語による実践キリスト教Ⅱ

宗教科教育法Ⅰ

宗教科教育法Ⅱ

宗教科教育法Ⅲ

宗教科教育法Ⅳ

聖書ヒブル語原典研究Ⅱ（韻文テキス
トの講読）

キリスト教の霊性

法律学

社会学
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 2 ○ 兼2 隔年

1・2 後 2 ○ 兼2 隔年

1・2 前 2 ○ 兼1 隔年

1・2 後 2 ○ 兼1 隔年

1・2 後 2 ○ 兼1 集中

0 26 0 0 0 0 0 0 兼29

1・2 前後 2 ○ 兼8

1・2 前後 2 ○ 兼9

1・2 前後 2 ○ 兼8

1・2 前後 2 ○ 兼8

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 2 ○ 兼1 集中

0 18 0 0 0 0 0 兼10

1・2 前後 2 ○ 兼22

1・2 前後 2 ○ 兼22

1・2 前後 2 ○ 兼18

1・2 前後 2 ○ 兼18

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前後 2 ○ 兼2 集中

0 18 0 0 0 0 0 0 兼24

1・2 前後 2 ○ 兼12

1・2 前後 2 ○ 兼12

1・2 前後 2 ○ 兼9

1・2 前後 2 ○ 兼9

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 前 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 1 ○ 兼1 隔年

1・2 後 2 ○ 兼1 集中

0 18 0 0 0 0 0 0 兼15

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

ロ
シ
ア
語

ロシア語初級Ⅰ-2

ロシア語初級Ⅱ-1

ロシア語初級Ⅱ-2

ロシア語中級Ⅰ-1

コリア語上級H

海外短期語学講座（コリア語）

小計（　13科目） － －

ロシア語初級Ⅰ-1

コリア語上級B

コリア語上級C

コリア語上級D

コリア語上級E

コリア語上級F

コリア語上級G

中国語上級C

中国語上級D

中国語上級E

中国語上級F

小計（　13科目） － －

コ
リ
ア
語

コリア語総合１（初級）

コリア語総合２（初級）

コリア語総合３（中級）

コリア語総合４（中級）

コリア語上級A

イタリア語上級C

イタリア語上級D

小計（　17科目）

小計（　13科目） － －

中
国
語

中国語総合１（初級）

中国語上級G

中国語上級H

海外短期語学講座（中国語）

イ
タ
リ
ア
語

イタリア語総合２（初級）

イタリア語総合３（中級）

イタリア語総合４（中級）

イタリア語上級A

イタリア語上級E

イタリア語上級F

イタリア語上級G

中国語総合２（初級）

中国語総合３（中級）

中国語総合４（中級）

中国語上級A

中国語上級B

イスパニア語上級D

－ －

イタリア語総合１（初級）

イタリア語上級H

海外短期語学講座（イタリア語）

イスパニア語上級E

イスパニア語上級F

イスパニア語上級G

イスパニア語上級H

ADVANCED SPANISH (INTEGRATED SKILLS) A

ADVANCED SPANISH (INTEGRATED SKILLS) B

ADVANCED SPANISH (INTEGRATED SKILLS) C

ADVANCED SPANISH (INTEGRATED SKILLS) D

海外短期語学講座（イスパニア語）

イタリア語上級B
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

0 8 0 0 0 0 0 兼3

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 2 ○ 兼1

0 10 0 0 0 0 0 0 兼5

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

0 10 0 0 0 0 0 0 兼3

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

0 8 0 0 0 0 0 0 兼2

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

0 10 0 0 0 0 0 0 兼6

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

0 4 0 0 0 0 0 0 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

0 4 0 0 0 0 0 0 兼1

ペ
ル
シ
ア
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

フ
ィ

リ
ピ
ン
語

小計（　4科目） － －

小計（　4科目） － －

ペルシア語初級１

ペルシア語初級２

ペルシア語中級１

ペルシア語中級２

－ －

タ
イ
語

タイ語初級１

タイ語初級２

タイ語中級１

タイ語中級２

アラビア語初級C-2

アラビア語中級１

アラビア語中級２

アラビア語上級１

アラビア語上級２

小計（　10科目）

小計（　8科目） － －

ア
ラ
ビ
ア
語

アラビア語初級A-1

アラビア語初級A-2

アラビア語初級B-1

アラビア語初級B-2

アラビア語初級C-1

フィリピン語初級文法１

フィリピン語初級文法２

フィリピン語初級読本１

フィリピン語初級読本２

フィリピン語中級１

フィリピン語中級２

フィリピン語上級１

フィリピン語上級２

小計（　9科目） －

インドネシア語中級２

インドネシア語上級１

インドネシア語上級２

小計（　10科目） － －

－

インドネシア語初級A-1

インドネシア語初級A-2

インドネシア語初級B-1

インドネシア語初級B-2

インドネシア語初級C-1

インドネシア語初級C-2

インドネシア語中級１

小計（　8科目） － －

（

ブ
ラ
ジ
ル
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅰ-1

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅰ-2

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅱ-1

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅱ-2

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅰ-1

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅰ-2

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅱ-1

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅱ-2

海外短期語学講座（ポルトガル語）

ロシア語中級Ⅰ-2

ロシア語中級Ⅱ-1

ロシア語中級Ⅱ-2
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

0 4 0 0 0 0 0 0 兼2

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 前 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

0 4 0 0 0 0 0 0 兼1

1・2 前 2 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 兼1

1・2 前 2 ○ 兼2

1・2 後 2 ○ 兼2

0 8 0 0 0 0 0 0 兼4

1・2 前後 2 ○ 兼2

1・2 前 2 ○ 兼2

1・2 後 2 ○ 兼2

1・2 前 2 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 兼1

0 10 0 0 0 0 0 0 兼3

1 ①②③④ 1 ○ 7 2 1 兼2

1 ①②③④ 1 ○ 兼9

1 前・後 2 ○ 兼7

1 前・後 2 ○ 兼5

1 前・後 2 ○ 兼12
オムニバス
メディア

8 0 0 7 2 0 1 0 兼34

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 1

2 後 2 ○ 兼1

0 32 0 2 1 1 1 0 兼10

3･4 前 2 ○ 1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

高
学
年
向
け
科
目

選
択
必
修
科
目

全
学
共
通
科
目

キ
リ
ス
ト
教
人
間
学

－ －

カトリック社会教説とキリスト教
ヒューマニズム

イエズス会教育とIGNATIAN
LEADERSHIP養成Ⅰ

イエズス会教育とIGNATIAN
LEADERSHIP養成Ⅱ

グローバリゼーションの倫理学

ケアの臨床哲学

キリスト教人間学（現代倫理の諸問題）

小計（16科目）

キリスト教人間学（聖書と戦争）

キリスト教人間学（旧約聖書入門）

キリスト教人間学（福音としてのキリ
スト教）

キリスト教人間学（新約聖書入門）

キリスト教人間学（死生学入門）

キリスト教人間学（キリスト教と哲学）

小計（　5科目） － －

必
修
科
目

キリスト教人間学「他者のために、他
者とともに」

身体のリベラルアーツ

思考と表現

データサイエンス概論

課題・視座・立場性を考える

小計（5科目） － －

キリスト教人間学（キリスト教と人権）

キリスト教人間学（環境教育）

キリスト教人間学（倫理学入門）

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM:
PHILOSOPHY OF THE HUMAN PERSON

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM: THE
LIGHT OF CHRIST:AN INTRODUCTION TO
CATHOLICISM

キリスト教人間学（哲学の根本問題）

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM:
PHILOSOPHY OF RELIGIOUS LANGUAGE

キリスト教人間学（哲学的人間論）

キリスト教人間学（かかわりの人間学）

小計（　4科目） － －

日
本
語

アカデミック日本語入門

アカデミック日本語1-1

アカデミック日本語1-2

アカデミック日本語2-1

アカデミック日本語2-2

小計（　4科目） － －

ラ
テ
ン
語

ラテン語ⅠＡ

ラテン語ⅠＢ

ラテン語ⅡＡ

ラテン語ⅡＢ

－ －

ス
ワ
ヒ
リ
語

スワヒリ語初級１

スワヒリ語初級２

スワヒリ語中級１

スワヒリ語中級２

カ
ン
ボ
ジ
ア
語

カンボジア語初級１

カンボジア語初級２

カンボジア語中級１

カンボジア語中級２

小計（　4科目）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3･4 前 2 ○ 1 兼3 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 1 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼7
オムニバス
メディア

3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼4
オムニバス
メディア

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼11 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼7
オムニバス

メディア

3･4 前 2 ○ 兼5 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼9

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 1 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 ④ 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 ④ 1 ○ 兼1

3･4 ② 2 ○ 兼6 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

現代日本の生活変容

現代社会と福祉的課題

アメリカ小説と村上春樹

UNDERSTANDING PICTUREBOOKS

シェイクスピアのソネット

生と死の哲学

国家と主権：歴史、現代、未来

医療における対人関係

経済法・社会法の現代的課題

科学技術の倫理

持続可能な社会に向けたものづくり：
自動車技術

グローバル・ビジネスのフロンティア

HOSPITALITY BUSINESS IN ASIA

GENERAL MANAGEMENT IN ACTION

大学マネジメント

社会の中の数学

生命倫理の諸問題と現代社会

現代社会における情報

データ加工入門

データサイエンス実践：実践型データ
分析演習

SDGｓの課題と可能性：企業と投資家
の視点から

国際社会と法

科学技術と国際関係

FOREIGN AND SECURITY POLICY OF JAPAN

総合的戦略論の展開

ジェンダーと法

多文化共生社会におけるESD・市民教育

地球環境学への招待

SDGs実現における森林の役割

平和構築とメディア

SDGｓとグローバルリスク

ものづくり企業論-グローバル企業の
実例に学ぶ-

データエンジニアリング

AIのセオリーから（ビジネス）プロダ
クションへ

地理的境界と人々の暮らし

出産と子育てに関する情報と意思決定

ポスト・コロナ危機の経済

資本市場の役割と証券投資

東西宗教芸術の伝統と今日的な宗教的
霊性

宗教的人間論

交渉学入門

情報フルエンシー（Pythonによるアル
ゴリズムと問題解決の技法）

ビジネスデータ分析理論（データサイ
エンス基礎）

科学技術の哲学

比較宗教史

宗教的共生論

CATHOLIC SOCIAL THOUGHT AND THE
CATHOLIC CHURCH TODAY

死生学の展開

ヒューマンケアサイエンス



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1 隔年

3･4 前 2 ○ 兼4 集中/隔年

3･4 後 2 ○ 兼3
オムニバス
メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 ④ 2 ○ 兼9 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼8 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 共同

3･4 前・後 2 ○ 兼2

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼2 共同/メディア

3･4 前・後 6 ○ 兼2

3･4 前・後 2 ○ 兼4

3･4 前 6 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

0 165 0 2 0 0 0 0 兼184

1･2･3･4 後 2 ○ 4 2 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼12
隔年
オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 1 兼5 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 1 兼1 共同

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼9 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

選
択
科
目

共生する社会と身体・スポーツ

パラアスリートと考える障がい者ス
ポーツと共生社会

スポーツ心理学

レクリエーショナル・ニュースポーツ

救急法の理論と実践

スキースポーツの理論と実践

－

上智大学（ソフィア）のルーツとアイ
デンティティ

グローバル・コンサーンと平和の促進

諸宗教における自然と人間

‘GOD, MAN AND THE WORLD’:
INTERDISCIPLINARY PERSPECTIVES ON
SUSTAINABLE DEVELOPMENT

東アジアの諸問題とイエズス会教育
（上智・西江共同開講科目）

キャリアデザイン演習１（外国人留学
生対象）

キャリアデザイン演習２（外国人留学
生対象）

キャリアワークショップ「問題解決の
ための思考法」

グローバルインターンシップ（長期）

グローバルインターンシップ（短期・
高学年）

グローバルインターンシップ（中期・
高学年）

変わりゆく世界における舞台芸術

脳とホルモンの行動学

EXPERIENCING THE MIRACLE OF LIFE

共生社会創生論

知としての身体を考える

オリンピック・パラリンピック概論

UDトラックスインターンシップ -A
DOOR TO A WORLD LEADER IN
SUSTAINABLE TRANSPORT SOLUTIONS-
（高学年）

小計（80科目） －

社会学のフロンティア

音声資料から読み解く日本近代史

4大陸に広がるポルトガル語圏社会で
生きる・働く

イスパニア語圏で暮らす・働く・活動
する

つくるⅡ（キャリア形成Ⅱ）

キャリアデザイン演習

開発経済学

国際教育開発・協力論（理論と課題）

国際教育開発・協力論（事例研究）

KEY GLOBAL ECONOMIES

心理学の最前線Ⅰ

心理学の最前線Ⅱ

歴史学Ⅱ（東洋史）

歴史学Ⅲ（西洋史）

JAPANESE AMERICAN HISTORY

宗教思想の伝統と現代

応用倫理の世界

ケアと依存――自助グループの世界観

歴史学Ⅰ（日本史）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼8 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼9 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1知の探求

現代数学B

論理の世界

質問力を磨く

質問力で社会と向き合う

クリティカルシンキング実践

思考とコミュニケーション

文章構成法Ⅳ

国語表現Ⅰ

国語表現Ⅱ

国語表現Ⅲ

国語表現Ⅳ

現代数学A

情報リテラシー（情報検索）

情報フルエンシー（マルチメディア表
現方法）

実践英語ライティング -PRACTICAL
ENGLISH WRITING-

文章構成法Ⅰ

文章構成法Ⅱ

文章構成法Ⅲ

ダンスパフォーマンスの理論と実践

健康づくりの科学

現代文化としてのスポーツⅠ

現代文化としてのスポーツⅡ

スポーツ人類学概論

思考と対話

自己変容のための神経生理学Ⅰ

自己変容のための神経生理学Ⅱ

食から見た、ウエルネスと身体

アダプテッド・スポーツ

女性のヘルスケアとフィットネス

バスケットボールの理論と実践

ヨーガの理論と実践ラージャヨーガか
らヨーガの日本的展開

エアロビクス＆トータルフィットネス

身体知演習　ボディーワーク

身体知演習　ヨガ

ダンスパフォーマンス

ソマティック（身心）教育入門

フライングディスク入門

フライングディスク

バドミントン入門

バドミントン

エアロビクス

日本の身体技法の理論と実践

サッカー

フットサル

卓球

ソフトボール

バレーボール初級

バレーボール

テニス初級

テニス

バスケットボール

水泳

スクーバ・ダイビングの理論と実践

人間と運動・スポーツ
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼8 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ① 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ③ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼14 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

メディア・対話・レトリックⅢ

ナショナリズムと芸術

文化復興と民族:北米先住民の現在

CULTURAL REVITALIZATION AND
COMMUNITY BUILDING

東南アジアに学ぶA

東南アジアに学ぶB

メディア・対話・レトリックⅠ

メディア・対話・レトリックⅡ

データサイエンス概論：日常生活と
データサイエンス

数学入門Ⅰ

数学入門Ⅱ

データサイエンスのための数学

社会統計学 -国際的な統計データの解
釈-

AFRICAN RELIGION: AFRICAN
TRADITIONAL BELIEFS AND RITES FROM
ANCIENT EGYPT TO THE PRESENT

マルチメディア情報社会論

情報と職業

アナリティクス入門：社会で活用され
るアナリティクス

ビジュアルデータアナリティクス入門

データ分析の基礎

データ活用と人間行動

情報リテラシー（情報学）

AI革命後の社会と仕事原理

データ活用と経営戦略（データサイエ
ンス基礎）

アナリティックスによる事業戦略
（データサイエンス応用）

プロセスマイニング実践講座

情報化社会と情報倫理

情報フルエンシー（情報科学と人間）

情報リテラシー（統計処理）

データサイエンスとデータエンジニア
リングの基礎

人工知能基礎

データサイエンスと人工知能の実践

情報フルエンシー（HTMLとCSSを用い
たWebページ作成技法）

情報フルエンシー（Pythonプログラミ
ング）

情報リテラシー（データの収集・分
析・利用）

情報リテラシー（一般）

情報フルエンシー（システム情報処
理）

情報フルエンシー（プログラミング技
法）

情報フルエンシー（システムコンサル
ティング）

哲学対話

データサイエンスと地域コミュニティ

情報フルエンシー（Cプログラミング）

情報フルエンシー（ウェブ開発のため
のJavaScriptプログラミング）

情報フルエンシー（予測分析）



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 後 2 ○ 兼13 オムニバス

1･2･3･4 ①③ 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼14
オムニバス
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼14
オムニバス
メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼11
オムニバス
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼13
オムニバス
メディア

1･2･3･4 ②④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ①③ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1
オムニバス
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼11 オムニバス

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

国際開発金融機関入門

グローバル・ベンチャー

グローバル化と国際貢献

DEBATE ON PEACEBUILDING

グローバル企業のビジネス展開 -THE
DYNAMICS OF A WORLD LEADER IN
SUSTAINABLE TRANSPORT SOLUTIONS-

アフリカにおける開発援助とビジネス
展開

現代の証券市場と上場会社

企業のグローバル人材とリーダーシップ

グローバルリスクの時代 -目標達成の
ためのリスク管理と意思決定

グローバルメディアと日本

FUTURE ORIENTED SYSTEMS THINKING
FOR SUSTAINABILITY IN TURBULENT
TIMES

グローバル企業のリスクとその対応

ジェンダーの平等　国連・国際協力、
世界と日本

GENDER EQUALITY, INTERNATIONAL
COOPERATION, UN, GLOBAL
COMMUNITIES AND JAPAN

HOW CHANGE HAPPENS: LEADERSHIP
THAT HARNESSES AND ADVANCES
DIVERSITY & INCLUSION

INTERNATIONAL POLITICS AND
PEACEBUILDING 1

INTRODUCTION TO CONFLICTS AND
HUMAN SECURITY

持続可能な開発目標（SDGs)を学ぶ

ダイバーシティ＆インクルージョン：
みんなが幸せに暮らせる、課題解決型
の社会を生み出す思考

DIVERSITY & INCLUSION: IDEAS TO
BRING ABOUT EMPOWERING AND
THRIVING SOCIETIES

現代アジア社会の理解

地球環境と科学技術Ⅱ

CONSERVATION

ENVIRONMENTAL SCIENCE

グローバルシティズンシップ：アフリ
カと共に考える未来

GLOBALIZATION AND ORGANIZATIONS

グローバル社会への招待

途上国の人間開発

グローバライゼーションの現状と思想

REIMAGINING EDUCATION TOWARDS
SUSTAINABLE FUTURES

地球環境学Ⅰ

地球環境学Ⅱ

地球環境と科学技術Ⅰ

赤十字と国際活動

SUSTAINABLE DEVELOPMENT

JAPANESE POP CULTURE

経済と環境
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 後 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

ECONOMICS IN ENGLISH B2

LAW IN ENGLISH A2

LAW IN ENGLISH B2

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH
A1

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH
B1

PHILOSOPHY IN ENGLISH B1

PHILOSOPHY IN ENGLISH A2

PHILOSOPHY IN ENGLISH B2

ECONOMICS IN ENGLISH A1

ECONOMICS IN ENGLISH B1

ECONOMICS IN ENGLISH A2

HISTORY IN ENGLISH B2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH A1

PSYCHOLOGY IN ENGLISH B1

PSYCHOLOGY IN ENGLISH A2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH B2

PHILOSOPHY IN ENGLISH A1

LITERATURE IN ENGLISH B1

LITERATURE IN ENGLISH A2

LITERATURE IN ENGLISH B2

HISTORY IN ENGLISH A1

HISTORY IN ENGLISH B1

HISTORY IN ENGLISH A2

［漢文Ⅰ］中国古典入門

［漢文Ⅱ］中国の文学と文章

［漢文Ⅲ］中国の詩文を読む

［漢文Ⅳ］中国文学と日本文学

ヨーロッパ文学のアダプテーション

LITERATURE IN ENGLISH A1

APPROACHES TO INTERCULTURAL
COMPETENCE

CULTURAL CONFLICTS AND
INTERCULTURAL COMPETENCE

文化人類学Ⅰa

文化人類学Ⅰb

西洋美術史Ⅰ

西洋美術史Ⅱ

環境問題と科学技術

ナノテクノロジー

技術の歴史

社会的価値創出のためのプロジェクト
形成論

MIXED ROOTS IDENTITY AND
TRANSNATIONAL IDENTITY

HUMAN BEHAVIOUR AND SOCIAL
ENVIRONMENT

グローバル・ビジネスの現状と課題

企業経営論（エアライン）

企業と社会

経営社会と人間の行動

結婚の哲学

日本外交政策

教養としてのインテリジェンス-国際
情報リテラシーの課題と方法-

グローバル・リスク論

グローバル化と言語の多様性
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 隔年

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 隔年

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1宗教学

マス・コミュニケーション論Ⅱ

INTRODUCTION TO ENGLISH LINGUISTICS

言語と人間Ⅰ

言語と人間Ⅱ

生命倫理の世界

倫理学入門

日本古典文学入門Ⅱ

日本古典文学入門Ⅲ

日本古典文学とその継承

日本近代文学入門Ⅰ

日本近代文学入門Ⅱ

マス・コミュニケーション論Ⅰ

音楽の歴史Ⅱ

国語の歴史Ⅰ

国語の歴史Ⅱ

国語の歴史Ⅲ

日本辞書の歴史

日本古典文学入門Ⅰ

日本史

東洋史

西洋史

東南アジア史入門Ⅱ

東南アジア史入門Ⅰ

音楽の歴史Ⅰ

JAPANOLOGY (TOURISM) B1

JAPANOLOGY (TOURISM) A2

JAPANOLOGY (TOURISM) B2

フランス文学入門Ⅰ

フランス文学入門Ⅱ

ドイツ文学案内

JAPANOLOGY (LITERATURE) B1

JAPANOLOGY (LITERATURE) A2

JAPANOLOGY (LITERATURE) B2

JAPANOLOGY (HISTORY) A1

JAPANOLOGY (HISTORY) B1

JAPANOLOGY (TOURISM) A1

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH B1

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH A2

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH B2

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH A1

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH B1

JAPANOLOGY (LITERATURE) A1

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH
B2

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH A1

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH B1

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH A2

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH B2

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH A1

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH
A2
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼12 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

国際政治史入門

国際機構論

世界文化遺産（アンコール・ワット遺跡）

グローバル社会への招待

平和構築入門

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
COOPERATION THEORY AND PRACTICE

国際協力概論-日本による開発援助の
潮流と仕組み-

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
COOPERATION -OVERVIEW AND
MANAGEMENT METHOD OF JAPAN’S

地域研究の最前線

イスパニア語圏の歴史と今

南アジア研究入門

東南アジア研究入門

東アジア研究入門

世界文化遺産（ナンマトル遺跡）

AFRICAN CULTURE

現代ドイツの政治

中東イスラーム研究入門Ⅰ

中東イスラーム研究入門Ⅱ

ロシア社会

COMPARATIVE CULTURAL STUDIES
(DISCOVERING RUSSIAN CULTURE)

社会学

社会学B

農村と農業の社会学

教養としての社会保障

アフリカ研究入門

THE HISTORIOGRAPHY OF AFRICA

心理学ⅠA

心理学ⅠB

立場の心理学1：マジョリティの特権
を考える

立場の心理学2：特権の自覚と行動を
つなぐ

メディアと情報の社会学

社会学A

経営学入門

マーケティング入門

憲法

政治学

INTRODUCTION TO PSYCHOLOGY

心理学入門

経済学

国際高等教育論①（歴史と変遷）

国際高等教育論②（国際化と国際協
力）

ESG概論Ⅰ

ESG概論Ⅱ

法律学

簿記会計論

会計情報論

情報リテラシー（社会調査と社会調査
データ分析への入門）

INTRODUCTION TO WORLD ECONOMIC
HISTORY

教養としての経済知識
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼12 オムニバス

1･2･3･4 ①②③④ 1 ○ 兼4

1･2･3･4 後 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼3

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1
集中
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1
集中
メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1
集中
メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1
集中
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1
集中
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

国際公務員をめざして（実務型国連集
中研修）

ミャンマー・スタディーツアー

多文化共生社会のリーダーシップ

インド・サービスラーニング・プログラム

アフリカに学ぶA

GLP　グローバルリーダーシップ・プ
ログラム

国連の役割と機能（国連集中研修プロ
グラム）

インド・サービスラーニング・プログ
ラム

AJCU-AP　サービスラーニング・プロ
グラム

エストニア・スタディツアー：持続可
能な社会構築に向けた教育の可能性

インドの社会経済・人間開発に学ぶ：
南インドのケララ州を実例に

LEARNING FROM THE INSIDERS: A
FIELD STUDY COURSE ON THE
SUSTAINABILITY OF RURAL SOCIETY
キャリアディベロップメント

キャリアディベロップメント(スキル
アップ編)

東南アジアに学ぶ（実践型プログラ
ム） A

東南アジアに学ぶ（実践型プログラ
ム） B

ジュネーブ国際機関集中研修プログラ
ム

アフリカと開発：2030アジェンダと持
続可能な社会づくり

開発教育：開発をめぐる課題を世界は
どのように学ぶのか

自主研究（グローバル課題研究）：人
間の安全保障と平和構築

国際緊急人道支援と強靭な社会づくり

留学準備講座

つくるⅠ（キャリア形成Ⅰ）

現代物理学の世界A（ノーベル賞のイ
ンパクト）

現代物理学の世界B（ノーベル賞とテ
クノロジー）

自然科学史Ⅱ

自然科学史Ⅰ

宇宙の科学

身近な物理

化学と生活Ⅲ-環境と生命-

化学と生活Ⅰ-物質の理解-

化学と生活Ⅱ-身のまわりの化学-

情報フルエンシー（電気回路・電子回
路）

図形の世界

数の世界

発生生物学入門

環境分子生物学入門

入門毒物学

MODERN CHEMISTRY IN LIFE AND
SOCIETY
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教 育 課 程 等 の 概 要

（神学部神学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 6 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼4 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

0 677 0 6 1 0 1 0 兼472

1 前 2 ○ 兼23

1 後 2 ○ 兼23

4 0 0 0 0 0 0 0 兼24

42 1288 0 9 2 1 2 0 兼677

学位又は称号 学士（神学） 学位又は学科の分野

１時限の授業時間 100分

合計（727科目） －

文学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学科科目から94単位以上（必修科目30単位、選択必修科目26単位、選択34単位、及
び英語以外の同一言語科目4単位以上）、全学共通科目から26単位以上（必修科目8
単位、選択必修6単位（キリスト教人間学2単位、高学年向け科目4単位以上）、選択
科目12単位以上）、及び語学科目から必修科目4単位以上を修得し合計124単位以上
を修得すること。
（履修科目の登録の上限：半期28単位、年間49単位）

１学年の学期区分 2学期4クォーター

１学期の授業期間
学期14週

クオーター7週

－ －

語
学
科
目

必
修
科
目

ACADEMIC COMMUNICATION 1

ACADEMIC COMMUNICATION 2

小計（　2科目） － －

グローバルインターンシップ（中期）

グローバルインターンシップ（短期）

経済同友会連携インターンシップ

UDトラックスインターンシップ -A
DOOR TO A WORLD LEADER IN
SUSTAINABLE TRANSPORT SOLUTIONS-

身体のリベラルアーツ（教職課程履修
者用）

小計（346科目）

アフリカに学ぶB
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1 前 2 ○ 3 2 オムニバス

1 前 2 ○ 兼2

1 前 2 ○ 兼2

1 前 1 ○ 兼3 共同

1 前 2 ○ 1 兼1

1 前 2 ○ 2 1 1 オムニバス

1 前 2 ○ 2 兼1

1 後 2 ○ 兼2

1 前 1 ※ ○ 9 4 兼13 合同/演習

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼6 オムニバス

2 前 2 ○ 2

2 前 2 ○ 1

2 前後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 兼1

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH B 2 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 〇 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 〇 兼1 集中

2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

3・4 後 2 ○ 隔年

3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

3・4 前 1 ○ 兼2 隔年/集中

3・4 前 1 ○ 兼2 隔年/集中

2・3・4 ② 1 ○ 1 3 隔年/集中

16 22 11 14 5 0 0 0 兼27

1 後 2 ○ 2 2 オムニバス

1 後 2 ○ 1 1

1 後 2 ○ 1 1

1 後 2 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 1

1 後 2 ○ 兼1

1 後 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 兼2

1・2 後 2 ○ 兼2

1・2 後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 1 兼1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 1 2 オムニバス

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼2

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 1

2 後 2 ○ 1

電磁気学ⅡA

量子物理化学

物理化学（分子科学）

解析力学

身近な物理学

数学CⅠ（統計データ解析）

数学CⅡ（確率統計）

細胞生物学

物理標準と精密計測

原子・分子科学

無機化学（無機元素化学）

有機化学（有機反応）

生物化学

小計（27科目） － －

選
択
必
修
科
目

分子生物学

無機化学（分析化学）

有機化学（有機分子）

物理化学（平衡・速度論）

分子遺伝学

基礎物理学Ⅱ

現代物理の基礎

数学AⅡ（線型空間論）

数学演習Ⅱ

プログラミング演習

数学BⅡ（多変数微積）

微分方程式の基礎

電気回路Ⅰ

自然科学のための数学

海外短期研修（カリフォルニア大学デービ
ス校）理工系英語コース

自
由
科
目

科学技術英語（PRESENTATION I）

科学技術英語（COMMUNICATION SKILLSⅠ）

電気法規と施設管理

電力工学設計および製図

電気電子工学実験Ⅳ

電気電子工学実験Ⅴ

生物学実験

科学技術英語（数学）

科学技術英語（応用数学）

科学技術英語（物理）

科学技術英語（化学）

科学技術英語（生物）

科学技術英語（情報）

ENGL. FOR SCI / ENGINEERING （ENVIRONMENT）

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH A

海外短期研修（ノースカロライナ大学）

理工学概説（物質生命理工）

数学AⅠ（線型代数）

数学BⅠ（微分積分）

数学演習I

基礎物理学

基礎化学

基礎生物学

基礎情報学

理工基礎実験・演習

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

理
工
共
通
科
目
Ⅰ
群

学
科
科
目

選
択
必
修
科
目

理
工
共
通
科
目
Ⅱ
群

選
択
科
目

必
修
科
目


タイプライターテキスト
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2 後 2 ○ 1

2 後 2 ○ 1

2 後 2 ○ 1 1

1・2 後 2 ○ 兼6 オムニバス

2・3 前 2 ○ 兼2

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼3 合同

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼2

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼2 オムニバス

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼2 オムニバス

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1 隔年

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼2

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1 隔年

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼2

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

3 前 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 2 メディア

3・4 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 1 1 兼3
オムニバス

2・3・4 前 2 ○ 1 兼3

0 144 0 17 2 0 0 0 兼52

1 後 2 ○ 1 1

1 後 2 ○ 2

1 後 2 ○ 2 2 オムニバス

1 後 1 ○ ○ 5 4 兼1

1・2 前 1 ○ 3 1 1

1・2 ③ 1 ○ 2 2

1･2･3･4 前 1 ○ 23 6 2 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 23 6 2 兼1

1･2･3･4 前後 1 ○ 23 6 2

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

卒業研究Ⅰ

－ －

物質生命理工学（物理）

物質生命理工学（化学）

物質生命理工学（生物）

物質生命理工学実験A

物質生命理工学実験B

物質生命理工学実験C

必
修
科
目

ディジタル信号処理

半導体物理の基礎

知的財産権

機器分析化学

電気通信法規

小計（73科目）

SCIENCE, TECHNOLOGY AND ENVIRONMENT

TECHNOLOGY & INNOVATION
- CAREER DEVELOPMENT -

電子物性工学

統計力学

フーリエ・ラプラス解析

データ構造とアルゴリズム

データベース

プログラミング言語論

幾何学Ⅰ（微分幾何）

電気電子工学の数値解析

制御基礎

電磁気学ⅡB

材料力学の基礎

機械力学

アナログ電子回路

テンソル解析の基礎

コンピュータネットワーク

電磁気測定

集積回路の基礎

代数学Ⅰ（群論）

複素関数論

情報生物学の基礎

数値計算法

ディジタル回路

オペレーションズリサーチ

電子回路

マテリアルサイエンス

電磁気学Ⅰ

電気回路Ⅱ

工業熱力学

流体力学

量子力学入門

情報通信工学の基礎

熱力学

力学（質点と剛体の力学）

代数学基礎

幾何学基礎

機械システム設計の基礎

動物生理学

有機化学（有機合成）

地球科学

学
科
コ
ア
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前後 1 ○ 23 6 2

1・2 ④ 1 ○ 2 1 1

1・2 ④ 1 ○ 2

1・2・3 ① 1 ○ 3

前 1 ○ 兼2

1・2・3 ① 1 ○ 2 3

1・2・3 ② 1 ○ 3 合同

1・2・3 ② 1 ○ 2 1 兼2

後 1 ○ 兼4 合同

1･2･3･4 前 1 ○ 12 2 1

1･2･3･4 後 1 ○ 1

13 8 2 23 6 0 2 0 兼5

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1 隔年

後 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1

後 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1

前 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 ② 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1 メディア

3・4 前 2 ○ 1 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 ③ 2 ○ 2

3・4 ④ 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1 1

3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 1 隔年

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 ①③ 2 ○ 兼1

1･2･3･4 ①③ 2 ○ 兼1

0 76 0 22 6 0 2 0 兼8

大気化学

放射線科学

燃焼科学と環境

理論分子設計

生物物理学

無機材料化学

環境分析化学

グリーンケミストリー

生物無機化学

発生生物学

生物形態学

進化系統学

－ －

生体医工学

機能性高分子

エネルギーと材料

固体表面科学

金属・電子材料

小計（38科目）

高分子化学

ソフトマテリアル

触媒反応化学

植物生理学

生体物質とエネルギー

細胞機能工学

SUSTAINABLE DEVELOPMENT

ATOMIC AND MOLECULAR SPECTROSCOPY

TOPICS OF GREEN SCIENCE 1

TOPICS OF GREEN SCIENCE 2

SYNTHETIC ORGANIC CHEMISTRY

ENVIRONMENTAL SCIENCE

原子衝突物理学

量子力学1

量子力学2

天然有機化学

分子構造化学

医薬品化学（生体分子と薬の有機化学）

錯体化学

分離分析化学

神経情報薬理学

神経行動学

細胞神経科学

植物バイオテクノロジー

物質科学入門

レーザー科学

電気分析化学

リサーチトライアル春

リサーチトライアル秋

小計（20科目） － －

化学実験Ⅱ

物理学実験演習Ⅱ

生物科学実験Ⅱ

物理化学実験

生物科学実験Ⅲ

物理学実験演習Ⅲ

卒業研究Ⅱ

α
群

化学実験Ⅰ

生物科学実験Ⅰ

β
群

γ
群

学
科
専
門
科
目

自
由

科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1 ①②③④ 1 ○ 兼12

1 ①②③④ 1 ○ 兼9

1 前・後 2 ○ 兼7

1 前・後 2 ○ 兼5

1 前・後 2 ○ 1 兼11
オムニバス
メディア

8 0 0 1 0 0 0 0 兼28

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

0 32 0 0 0 0 0 0 兼15

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 1 1 兼10 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 1 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼7
オムニバス
メディア

3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア地理的境界と人々の暮らし

－

キリスト教人間学（キリスト教と人権）

キリスト教人間学（環境教育）

キリスト教人間学（倫理学入門）

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM:
PHILOSOPHY OF THE HUMAN PERSON

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM: THE
LIGHT OF CHRIST:AN INTRODUCTION TO
CATHOLICISM
キリスト教人間学（聖書と戦争）

キリスト教人間学（旧約聖書入門）

科学技術の哲学

キリスト教人間学（哲学的人間論）

キリスト教人間学（かかわりの人間学）

キリスト教人間学（現代倫理の諸問題）

小計（16科目） － －

キリスト教人間学（福音としてのキリスト
教）

キリスト教人間学（新約聖書入門）

キリスト教人間学（死生学入門）

キリスト教人間学（キリスト教と哲学）

キリスト教人間学（哲学の根本問題）

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM:
PHILOSOPHY OF RELIGIOUS LANGUAGE

カトリック社会教説とキリスト教ヒューマ
ニズム

イエズス会教育とIGNATIAN LEADERSHIP養成Ⅰ

イエズス会教育とIGNATIAN LEADERSHIP養成Ⅱ

データ加工入門

データサイエンス実践：実践型データ分析
演習

データエンジニアリング

AIのセオリーから（ビジネス）プロダク
ションへ

宗教的共生論

CATHOLIC SOCIAL THOUGHT AND THE
CATHOLIC CHURCH TODAY

死生学の展開

ヒューマンケアサイエンス

交渉学入門

情報フルエンシー（Pythonによるアルゴリ
ズムと問題解決の技法）

データサイエンス概論

課題・視座・立場性を考える

小計（5科目） －

キリスト教人間学「他者のために、他者と
ともに」

身体のリベラルアーツ

思考と表現

ビジネスデータ分析理論（データサイエン
ス基礎）

現代社会における情報

比較宗教史

グローバリゼーションの倫理学

ケアの臨床哲学

東西宗教芸術の伝統と今日的な宗教的霊性

宗教的人間論

必
修
科
目

キ
リ
ス
ト
教
人
間
学

選
択
必
修
科
目

高
学
年
向
け
科
目

全
学
共
通
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼4
オムニバス
メディア

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼11 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼7
オムニバス
メディア

3･4 前 2 ○ 兼5 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼9

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 1 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 ④ 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 ④ 1 ○ 兼1

3･4 ② 2 ○ 兼6 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1 隔年

3･4 前 2 ○ 兼4
集中
隔年

3･4 後 2 ○ 兼3
オムニバス
メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 ④ 2 ○ 兼9 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼8 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 共同

4大陸に広がるポルトガル語圏社会で生き
る・働く

イスパニア語圏で暮らす・働く・活動する

つくるⅡ（キャリア形成Ⅱ）

国際教育開発・協力論（事例研究）

KEY GLOBAL ECONOMIES

心理学の最前線Ⅰ

心理学の最前線Ⅱ

社会学のフロンティア

音声資料から読み解く日本近代史

JAPANESE AMERICAN HISTORY

宗教思想の伝統と現代

応用倫理の世界

ケアと依存――自助グループの世界観

開発経済学

国際教育開発・協力論（理論と課題）

アメリカ小説と村上春樹

UNDERSTANDING PICTUREBOOKS

シェイクスピアのソネット

歴史学Ⅰ（日本史）

歴史学Ⅱ（東洋史）

歴史学Ⅲ（西洋史）

医療における対人関係

経済法・社会法の現代的課題

科学技術の倫理

持続可能な社会に向けたものづくり：自動
車技術

現代日本の生活変容

現代社会と福祉的課題

GENERAL MANAGEMENT IN ACTION

大学マネジメント

社会の中の数学

生命倫理の諸問題と現代社会

生と死の哲学

国家と主権：歴史、現代、未来

科学技術と国際関係

FOREIGN AND SECURITY POLICY OF JAPAN

総合的戦略論の展開

ジェンダーと法

グローバル・ビジネスのフロンティア

HOSPITALITY BUSINESS IN ASIA

SDGs実現における森林の役割

平和構築とメディア

SDGｓとグローバルリスク

ものづくり企業論-グローバル企業の実例
に学ぶ-

SDGｓの課題と可能性：企業と投資家の視
点から

国際社会と法

出産と子育てに関する情報と意思決定

ポスト・コロナ危機の経済

資本市場の役割と証券投資

多文化共生社会におけるESD・市民教育

地球環境学への招待
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3･4 前・後 2 ○ 兼2

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼2
共同
メディア

3･4 前・後 6 ○ 兼2

3･4 前・後 2 ○ 兼4

3･4 前 6 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

0 165 0 1 1 0 0 0 兼185

1･2･3･4 後 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼12
隔年
オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 共同

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼9 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

バドミントン入門

バドミントン

エアロビクス

日本の身体技法の理論と実践

ヨーガの理論と実践ラージャヨーガから
ヨーガの日本的展開

エアロビクス＆トータルフィットネス

卓球

ソフトボール

バレーボール初級

バレーボール

フライングディスク入門

フライングディスク

テニス初級

テニス

バスケットボール

水泳

サッカー

フットサル

スポーツ心理学

レクリエーショナル・ニュースポーツ

救急法の理論と実践

スキースポーツの理論と実践

スクーバ・ダイビングの理論と実践

人間と運動・スポーツ

EXPERIENCING THE MIRACLE OF LIFE

共生社会創生論

知としての身体を考える

オリンピック・パラリンピック概論

共生する社会と身体・スポーツ

パラアスリートと考える障がい者スポーツ
と共生社会

－ －

上智大学（ソフィア）のルーツとアイデン
ティティ

グローバル・コンサーンと平和の促進

諸宗教における自然と人間
‘GOD, MAN AND THE WORLD’:
INTERDISCIPLINARY PERSPECTIVES ON
SUSTAINABLE DEVELOPMENT

東アジアの諸問題とイエズス会教育（上
智・西江共同開講科目）

変わりゆく世界における舞台芸術

脳とホルモンの行動学

キャリアワークショップ「問題解決のため
の思考法」

グローバルインターンシップ（長期）

グローバルインターンシップ（短期・高学
年）

グローバルインターンシップ（中期・高学
年）

UDトラックスインターンシップ -A DOOR TO A
WORLD LEADER IN SUSTAINABLE TRANSPORT
SOLUTIONS-（高学年）

小計（80科目）

キャリアデザイン演習

キャリアデザイン演習１（外国人留学生対
象）

キャリアデザイン演習２（外国人留学生対
象）

選
択
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼8 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼9 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

データサイエンスとデータエンジニアリン
グの基礎

人工知能基礎

データサイエンスと人工知能の実践

情報リテラシー（一般）

情報フルエンシー（システム情報処理）

情報フルエンシー（プログラミング技法）

情報フルエンシー（システムコンサルティ
ング）

情報フルエンシー（情報科学と人間）

情報リテラシー（統計処理）

データサイエンスと地域コミュニティ

情報フルエンシー（Cプログラミング）

情報フルエンシー（ウェブ開発のための
JavaScriptプログラミング）

情報フルエンシー（予測分析）

情報フルエンシー（Pythonプログラミン
グ）

情報リテラシー（データの収集・分析・利
用）

質問力を磨く

質問力で社会と向き合う

クリティカルシンキング実践

思考とコミュニケーション

知の探求

哲学対話

国語表現Ⅱ

国語表現Ⅲ

国語表現Ⅳ

現代数学A

現代数学B

論理の世界

実践英語ライティング -PRACTICAL
ENGLISH WRITING-

文章構成法Ⅰ

文章構成法Ⅱ

文章構成法Ⅲ

文章構成法Ⅳ

国語表現Ⅰ

現代文化としてのスポーツⅠ

現代文化としてのスポーツⅡ

スポーツ人類学概論

思考と対話

情報リテラシー（情報検索）

情報フルエンシー（マルチメディア表現方
法）

食から見た、ウエルネスと身体

アダプテッド・スポーツ

女性のヘルスケアとフィットネス

バスケットボールの理論と実践

ダンスパフォーマンスの理論と実践

健康づくりの科学

身体知演習　ボディーワーク

身体知演習　ヨガ

ダンスパフォーマンス

ソマティック（身心）教育入門

自己変容のための神経生理学Ⅰ

自己変容のための神経生理学Ⅱ
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼8 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ① 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ③ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼14 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼13 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼14
オムニバス
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼14
オムニバス
メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 1 兼11
オムニバス
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 1 兼13
オムニバス
メディア

1･2･3･4 ②④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

グローバルシティズンシップ：アフリカと
共に考える未来

GLOBALIZATION AND ORGANIZATIONS

グローバル社会への招待

INTERNATIONAL POLITICS AND
PEACEBUILDING 1

INTRODUCTION TO CONFLICTS AND HUMAN
SECURITY

REIMAGINING EDUCATION TOWARDS
SUSTAINABLE FUTURES

地球環境学Ⅰ

地球環境学Ⅱ

地球環境と科学技術Ⅰ

地球環境と科学技術Ⅱ

CONSERVATION

赤十字と国際活動

JAPANESE POP CULTURE

経済と環境

途上国の人間開発

グローバライゼーションの現状と思想

東南アジアに学ぶA

東南アジアに学ぶB

メディア・対話・レトリックⅠ

メディア・対話・レトリックⅡ

メディア・対話・レトリックⅢ

ナショナリズムと芸術

数学入門Ⅱ

データサイエンスのための数学

社会統計学 -国際的な統計データの解釈-
AFRICAN RELIGION: AFRICAN TRADITIONAL
BELIEFS AND RITES FROM ANCIENT EGYPT
TO THE PRESENT
文化復興と民族:北米先住民の現在

CULTURAL REVITALIZATION AND COMMUNITY
BUILDING

アナリティクス入門：社会で活用されるア
ナリティクス

ビジュアルデータアナリティクス入門

データ分析の基礎

データ活用と人間行動

データサイエンス概論：日常生活とデータ
サイエンス

数学入門Ⅰ

データ活用と経営戦略（データサイエンス
基礎）

アナリティックスによる事業戦略（データ
サイエンス応用）

プロセスマイニング実践講座

情報化社会と情報倫理

マルチメディア情報社会論

情報と職業

情報フルエンシー（HTMLとCSSを用いたWeb
ページ作成技法）

情報リテラシー（情報学）

AI革命後の社会と仕事原理
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1
オムニバス
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼11 オムニバス

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

文化人類学Ⅰa

文化人類学Ⅰb

西洋美術史Ⅰ

西洋美術史Ⅱ

［漢文Ⅰ］中国古典入門

［漢文Ⅱ］中国の文学と文章

技術の歴史

社会的価値創出のためのプロジェクト形成
論

MIXED ROOTS IDENTITY AND TRANSNATIONAL
IDENTITY

HUMAN BEHAVIOUR AND SOCIAL ENVIRONMENT

APPROACHES TO INTERCULTURAL COMPETENCE

CULTURAL CONFLICTS AND INTERCULTURAL
COMPETENCE

企業と社会

経営社会と人間の行動

結婚の哲学

日本外交政策

環境問題と科学技術

ナノテクノロジー

グローバル化と国際貢献

教養としてのインテリジェンス-国際情報
リテラシーの課題と方法-

グローバル・リスク論

グローバル化と言語の多様性

グローバル・ビジネスの現状と課題

企業経営論（エアライン）

アフリカにおける開発援助とビジネス展開

現代の証券市場と上場会社

企業のグローバル人材とリーダーシップ

グローバルリスクの時代 -目標達成のため
のリスク管理と意思決定

国際開発金融機関入門

グローバル・ベンチャー

グローバル企業のリスクとその対応

ジェンダーの平等　国連・国際協力、世界
と日本

GENDER EQUALITY, INTERNATIONAL
COOPERATION, UN, GLOBAL COMMUNITIES
AND JAPAN
HOW CHANGE HAPPENS: LEADERSHIP THAT
HARNESSES AND ADVANCES DIVERSITY &
INCLUSION
DEBATE ON PEACEBUILDING
グローバル企業のビジネス展開 -THE
DYNAMICS OF A WORLD LEADER IN
SUSTAINABLE TRANSPORT SOLUTIONS-

持続可能な開発目標（SDGs)を学ぶ

ダイバーシティ＆インクルージョン：みん
なが幸せに暮らせる、課題解決型の社会を
生み出す思考
DIVERSITY & INCLUSION: IDEAS TO BRING
ABOUT EMPOWERING AND THRIVING
SOCIETIES
現代アジア社会の理解

グローバルメディアと日本

FUTURE ORIENTED SYSTEMS THINKING FOR
SUSTAINABILITY IN TURBULENT TIMES
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

JAPANOLOGY (TOURISM) B2

フランス文学入門Ⅰ

フランス文学入門Ⅱ

ドイツ文学案内

日本史

東洋史

JAPANOLOGY (LITERATURE) B2

JAPANOLOGY (HISTORY) A1

JAPANOLOGY (HISTORY) B1

JAPANOLOGY (TOURISM) A1

JAPANOLOGY (TOURISM) B1

JAPANOLOGY (TOURISM) A2

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH B2

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH A1

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH B1

JAPANOLOGY (LITERATURE) A1

JAPANOLOGY (LITERATURE) B1

JAPANOLOGY (LITERATURE) A2

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH B1

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH A2

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH B2

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH A1

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH B1

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH A2

LAW IN ENGLISH B2

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH A1

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH B1

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH A2

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH B2

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH A1

PHILOSOPHY IN ENGLISH B2

ECONOMICS IN ENGLISH A1

ECONOMICS IN ENGLISH B1

ECONOMICS IN ENGLISH A2

ECONOMICS IN ENGLISH B2

LAW IN ENGLISH A2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH B1

PSYCHOLOGY IN ENGLISH A2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH B2

PHILOSOPHY IN ENGLISH A1

PHILOSOPHY IN ENGLISH B1

PHILOSOPHY IN ENGLISH A2

LITERATURE IN ENGLISH B2

HISTORY IN ENGLISH A1

HISTORY IN ENGLISH B1

HISTORY IN ENGLISH A2

HISTORY IN ENGLISH B2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH A1

［漢文Ⅲ］中国の詩文を読む

［漢文Ⅳ］中国文学と日本文学

ヨーロッパ文学のアダプテーション

LITERATURE IN ENGLISH A1

LITERATURE IN ENGLISH B1

LITERATURE IN ENGLISH A2
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 隔年

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 隔年

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

農村と農業の社会学

教養としての社会保障

アフリカ研究入門

THE HISTORIOGRAPHY OF AFRICA

AFRICAN CULTURE

現代ドイツの政治

立場の心理学1：マジョリティの特権を考
える

立場の心理学2：特権の自覚と行動をつな
ぐ

メディアと情報の社会学

社会学A

社会学

社会学B

憲法

政治学

INTRODUCTION TO PSYCHOLOGY

心理学入門

心理学ⅠA

心理学ⅠB

国際高等教育論②（国際化と国際協力）

ESG概論Ⅰ

ESG概論Ⅱ

法律学

経営学入門

マーケティング入門

会計情報論

情報リテラシー（社会調査と社会調査デー
タ分析への入門）

INTRODUCTION TO WORLD ECONOMIC HISTORY

教養としての経済知識

経済学

国際高等教育論①（歴史と変遷）

言語と人間Ⅰ

言語と人間Ⅱ

生命倫理の世界

倫理学入門

宗教学

簿記会計論

日本古典文学とその継承

日本近代文学入門Ⅰ

日本近代文学入門Ⅱ

マス・コミュニケーション論Ⅰ

マス・コミュニケーション論Ⅱ

INTRODUCTION TO ENGLISH LINGUISTICS

国語の歴史Ⅱ

国語の歴史Ⅲ

日本辞書の歴史

日本古典文学入門Ⅰ

日本古典文学入門Ⅱ

日本古典文学入門Ⅲ

西洋史

東南アジア史入門Ⅱ

東南アジア史入門Ⅰ

音楽の歴史Ⅰ

音楽の歴史Ⅱ

国語の歴史Ⅰ
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼12 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 前 2 ○ 2 1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 2 オムニバス

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 1 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 1 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼12 オムニバス

1･2･3･4 ①②③④ 1 ○ 兼4

1･2･3･4 後 2 ○ 1 兼3 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼3

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1
集中
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1
集中
メディア

キャリアディベロップメント(スキルアッ
プ編)

東南アジアに学ぶ（実践型プログラム） A

東南アジアに学ぶ（実践型プログラム） B

自主研究（グローバル課題研究）：人間の
安全保障と平和構築

国際緊急人道支援と強靭な社会づくり

留学準備講座

つくるⅠ（キャリア形成Ⅰ）
LEARNING FROM THE INSIDERS: A FIELD
STUDY COURSE ON THE SUSTAINABILITY OF
RURAL SOCIETY
キャリアディベロップメント

自然科学史Ⅱ

自然科学史Ⅰ

宇宙の科学

身近な物理

アフリカと開発：2030アジェンダと持続可
能な社会づくり

開発教育：開発をめぐる課題を世界はどの
ように学ぶのか

化学と生活Ⅱ-身のまわりの化学-

情報フルエンシー（電気回路・電子回路）

図形の世界

数の世界

現代物理学の世界A（ノーベル賞のインパ
クト）

現代物理学の世界B（ノーベル賞とテクノ
ロジー）

発生生物学入門

環境分子生物学入門

入門毒物学

MODERN CHEMISTRY IN LIFE AND SOCIETY

化学と生活Ⅲ-環境と生命-

化学と生活Ⅰ-物質の理解-

平和構築入門

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
COOPERATION THEORY AND PRACTICE

国際協力概論-日本による開発援助の潮流
と仕組み-

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
COOPERATION -OVERVIEW AND MANAGEMENT
METHOD OF JAPAN’S INTERNATIONAL
国際政治史入門

国際機構論

南アジア研究入門

東南アジア研究入門

東アジア研究入門

世界文化遺産（ナンマトル遺跡）

世界文化遺産（アンコール・ワット遺跡）

グローバル社会への招待

中東イスラーム研究入門Ⅰ

中東イスラーム研究入門Ⅱ

ロシア社会

COMPARATIVE CULTURAL STUDIES
(DISCOVERING RUSSIAN CULTURE)

地域研究の最前線

イスパニア語圏の歴史と今
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1
集中
メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1
集中
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1
集中
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 6 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼4 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1CONTROVERSIES IN GLOBALIZATION

FUNDAMENTALS OF RELIGION

PRINCIPLES OF MICROECONOMICS

PRINCIPLES OF MACROECONOMICS

THEORIES AND THEMES OF CONTEMPORARY
POLITICS

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
RELATIONS

INTRODUCTION TO COMPARATIVE POLITICS

INTRODUCTION TO ART HISTORY / VISUAL
CULTURE 1

INTRODUCTION TO ART HISTORY / VISUAL
CULTURE 2

LITERARY GENRES

REPRESENTATIONS OF JAPAN IN POPULAR
CULTURE AND LITERATURE

INTRODUCTION TO JAPANESE LITERATURE

INTRODUCTION TO PHILOSOPHY

INTRODUCTION TO SOCIOLOGY

INTRODUCTION TO JAPANESE SOCIETY

THE GOOD LIFE: FROM SELF TO SOCIETY

INTRODUCTION TO CULTURAL AND SOCIAL
ANTHROPOLOGY

ANTHROPOLOGY OF JAPAN

NATURE AND CULTURE

経済同友会連携インターンシップ
UDトラックスインターンシップ -A DOOR
TO A WORLD LEADER IN SUSTAINABLE
TRANSPORT SOLUTIONS-

身体のリベラルアーツ（教職課程履修者
用）

DEVELOPMENT OF JAPANESE CIVILIZATION 1

DEVELOPMENT OF JAPANESE CIVILIZATION 2

HISTORY OF CHINESE CIVILIZATION

多文化共生社会のリーダーシップ

インド・サービスラーニング・プログラム

アフリカに学ぶA

アフリカに学ぶB

グローバルインターンシップ（中期）

グローバルインターンシップ（短期）

インド・サービスラーニング・プログラム

AJCU-AP　サービスラーニング・プログラ
ム

エストニア・スタディツアー：持続可能な
社会構築に向けた教育の可能性

インドの社会経済・人間開発に学ぶ：南イ
ンドのケララ州を実例に

国際公務員をめざして（実務型国連集中研
修）

ミャンマー・スタディーツアー

ジュネーブ国際機関集中研修プログラム

GLP　グローバルリーダーシップ・プログ
ラム

国連の役割と機能（国連集中研修プログラ
ム）
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義
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手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部物質生命理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

0 785 0 11 1 0 0 0 兼497

1 前 2 ○ 兼26

1 後 2 ○ 兼26

4 0 0 0 0 0 0 0 兼27

41 1232 13 24 8 0 2 0 兼838

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学科科目から94単位以上、全学共通科目から26単位以上（必修科目8単位、選択必修6単位
（キリスト教人間学2単位、高学年向け科目4単位以上）、選択科目12単位以上）、及び語学
科目から必修科目4単位以上を修得し合計124単位以上を修得すること。
なお、学科科目については、①理工共通科目Ⅰ群から必修科目16単位、選択必修2単位以上、
②理工共通科目Ⅱ群から選択必修科目6単位以上、選択科目22単位以上、③学科コア科目から
必修科目13単位、選択必修科目3単位（α群、β群、γ群から各1単位）以上、④学科専門科
目から選択科目32単位以上の94単位以上を修得すること。機能創造理工学科及び情報理工学
科の学科専門科目から6単位までを算入できる。

（履修科目の登録の上限：半期27単位、年間49単位）

１学年の学期区分 2学期4クォーター

１学期の授業期間
学期14週

クオーター7週

１時限の授業時間 100分

合計（　635　科目） － －

学位又は称号 学士（理工学） 学位又は学科の分野 理学関係、工学関係

語
学
科
目

必
修
科
目

ACADEMIC COMMUNICATION 1

ACADEMIC COMMUNICATION 2

小計（　2科目） － －

MATHEMATICS AND STATISTICS FOR
BUSINESS AND ECONOMICS

HUMAN ECOLOGY: RIVERS 1

HUMAN ECOLOGY: RIVERS 2

小計（374科目） － －

COMPUTER STUDIES 1

COMPUTER STUDIES 2

ENVIRONMENTAL ISSUES 1

GEOGRAPHY

COLLEGE MATHEMATICS
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 前 2 ○ 7 1 兼2 オムニバス

1 前 2 ○ 1 兼1

1 前 2 ○ 1 兼1

1 前 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス

1 前 2 ○ 2 1

1 前 2 ○ 兼1

1 前 2 ○ 兼2

1 後 2 ○ 兼2

1 前 1 ※ ○ 6 2 1 兼17 合同/演習

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 5 1 オムニバス

2 前 2 ○ 兼2

2 前 2 ○ 兼1

2 前後 2 ○ 兼2

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

1・2・3・4 後 2 〇 兼1 集中

1・2・3・4 前 2 〇 兼1 集中

2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

2・3・4 前 2 ○ 兼1 隔年

3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

3・4 前 1 ○ 2 隔年/集中

3・4 前 1 ○ 2 隔年/集中

2・3・4 ② 1 ○ 兼4 隔年/集中

16 22 11 11 3 0 1 0 兼30

1 後 2 ○ 1 1

1・2 後 2 ○ 1 兼1

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 1

2 後 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1 1

2・3 前 2 ○ 2 1 合同

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1 1

2・3 後 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1 隔年

2・3 後 2 ○ 1

3 前 2 ○ 1

2 後 2 ○ 1 2 兼2 オムニバス

1 後 2 ○ 兼4 オムニバス

1 後 2 ○ 兼2

1 後 2 ○ 兼2

1 後 2 ○ 兼1

選
択
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

電気電子工学実験Ⅴ

生物学実験

学
科
科
目

理
工
共
通
科
目
Ⅰ
群

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

理工学概説（機能創造理工）

数学AⅠ（線型代数）

数学BⅠ（微分積分）

数学演習I

基礎物理学

基礎化学

基礎生物学

基礎情報学

理工基礎実験・演習

科学技術英語（数学）

科学技術英語（応用数学）

科学技術英語（物理）

科学技術英語（化学）

科学技術英語（生物）

科学技術英語（情報）

小計（27科目） － －

ENGL. FOR SCI / ENGINEERING
（ENVIRONMENT）

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH A

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH B

海外短期研修（ノースカロライナ大学）

海外短期研修（カリフォルニア大学デービス
校）理工系英語コース

理
工
共
通
科
目
Ⅱ
群

選
択
必
修
科
目

基礎物理学Ⅱ

電気回路Ⅰ

解析力学

身近な物理学

電磁気学Ⅱa

熱力学

機械システム設計の基礎

マテリアルサイエンス

自
由
科
目

科学技術英語（PRESENTATION I）

科学技術英語（COMMUNICATION SKILLSⅠ）

電気法規と施設管理

電力工学設計および製図

電気電子工学実験Ⅳ

制御基礎

電磁気学ⅡB

材料力学の基礎

機械力学

電子物性工学

統計力学

電磁気学Ⅰ

電気回路Ⅱ

工業熱力学

流体力学

量子力学入門

アナログ電子回路

半導体物理の基礎

SCIENCE, TECHNOLOGY AND
ENVIRONMENT

分子生物学

無機化学（分析化学）

有機化学（有機分子）

数学AⅡ（線型空間論）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1 後 1 ○ 兼1

1・2 後 1 ○ 兼1

1・2 後 2 ○ 1 兼1

1・2 後 2 ○ 1 兼1

1・2 後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼2

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼3 オムニバス

2 前 2 ○ 兼2

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼2

1・2 後 2 ○ 兼6 オムニバス

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼2

2・3 前 2 ○ 兼2 オムニバス

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 1 隔年

2・3 後 2 ○ 兼2

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼2 メディア

3・4 後 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 兼4

3 ④ 2 ○ 　 兼1 隔年

0 146 0 18 6 0 1 0 兼52

1 後 2 ○ 1

1 後 2 ○ 1 1

2 前 2 ○ 1 1

1 後 1 ○ 5 1 1

2 前 1 ○ 9 2 3

4 前 1 ○ 23 7 3 兼1

4 後 1 ○ 23 7 3 兼1

学
科
コ
ア
科
目

必
修
科
目

数学BⅡ（多変数微積）

微分方程式の基礎

現代物理の基礎

自然科学のための数学

物理化学（平衡・速度論）

数学演習Ⅱ

プログラミング演習

数学CⅠ（統計データ解析）

数学CⅡ（確率統計）

細胞生物学

物理標準と精密計測

分子遺伝学

原子・分子科学

無機化学（無機元素化学）

有機化学（有機反応）

生物化学

複素関数論

力学（質点と剛体の力学）

代数学基礎

幾何学基礎

量子物理化学

物理化学（分子科学）

動物生理学

有機化学（有機合成）

地球科学

情報通信工学の基礎

電気電子工学の数値解析

テンソル解析の基礎

コンピュータネットワーク

電磁気測定

集積回路の基礎

代数学Ⅰ（群論）

幾何学Ⅰ（微分幾何）

情報生物学の基礎

数値計算法

ディジタル回路

オペレーションズリサーチ

電子回路

知的財産権

機器分析化学

電気通信法規

TECHNOLOGY & INNOVATION - CAREER
DEVELOPMENT -

小計（74科目）

フーリエ・ラプラス解析

データ構造とアルゴリズム

データベース

プログラミング言語論

ディジタル信号処理

ATMOSPHERIC CHEMISTRY

－

機能創造理工学1

機能創造理工学2

機能創造理工学3

機能創造理工学実験・演習1

機能創造理工学実験・演習2

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

－
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2 後 2 ○ 7 3 2 合同

2・3 後 2 ○ 1

2 後 2 ○ 1

3 前 2 ○ 1

3 前 2 ○ 1

3 前 2 ○ 1

2 ① 2 ○ 1

3 後 2 ○ 兼1

2 後 1 ○ 1 2 合同

2 後 1 ○ 3 1 2 合同

2 後 1 ○ 2 1 合同

3 前 1 ○ 2

3 前 1 ○ 4 1 合同

3 前 1 ○ 4 1 1 合同

3 後 1 ○ 4 合同

3 後 1 ○ 4 合同

3 後 1 ○ 1 2 合同

3 後 1 ○ 1

3 前 1 ○ 8 3

3 後 1 ○ 7 1

10 26 2 24 7 0 4 0 兼1

3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

1・2・3・4 後 2 ○ 2 1 兼5 オムニバス/メディア

1・2・3・4 後 2 ○  兼1

1・2・3・4 前 2 ○ 1

1・2・3・4 ① 2 ○ 1

1・2・3・4 後 2 ○ 1

1・2・3・4 前 2 ○ 1

1・2・3・4 ①③ 2 ○ 兼1

1・2・3・4 ①③ 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 ③ 1 ○ 2 合同

3・4 ④ 1 ○ 1 合同

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1 隔年

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1 隔年

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1 メディア

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 ① 1 ○ 1

3・4 ② 1 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 2

系
1

A
群

B
群

C
群

系
2

A
群

選
択
必
修
科
目
2
群

選
択
必
修
科
目
1
群

機械工学輪講

基礎工業力学

量子力学1

量子力学2

光電子デバイス

発電・送電工学

電気電子工学実験Ⅲ

機械システム設計演習Ⅱ

GREEN ENGINEERING LAB. 1

自
由
科
目

リサーチトライアル春

リサーチトライアル秋

小計（27科目）

TOPICS OF GREEN ENGINEERING 1

TOPICS OF GREEN ENGINEERING 2

物理学実験演習Ⅰ

電気電子工学実験Ⅰ

機械システム設計演習Ⅰ

物理学実験演習Ⅱ

電気電子工学実験Ⅱ

機械創造工学実験

物理学実験演習Ⅲ

－ －

学
科
専
門
科
目

共
通
科
目

偏微分方程式

物理における固有値問題

電磁気学Ⅲ

光学システムと応用

NUCLEAR ENERGY ENGINEERING

TOPICS OF GREEN ENGINEERING 3

SIMULATION ENGINEERING

数値伝熱工学Ⅰ

数値伝熱工学Ⅱ

連続体力学

応用材料力学

振動工学

フラクチャメカニクス

エネルギーと材料

AIRCRAFT DESIGN WITH MECHANICS OF
FLIGHT

PHYSICS AND ENGINEERING OF
ELECTRONIC DEVICES

OPTICS

ENVIRONMENTAL SCIENCE

SUSTAINABLE DEVELOPMENT

流体エネルギー変換

熱エネルギー変換

伝熱工学概論

システム解析の基礎

設計工学

応用機構学

システムモデリングと制御

有限要素法の基礎

ロボット工学

福祉・人間工学

精密加工と工作機械

電気機器学

モータドライブシステムⅠ

モータドライブシステムⅡ

電力系統工学

パワーエレクトロニクス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 ③ 1 ○ 1

3・4 ④ 1 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 兼1

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 兼5 オムニバス

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 兼1

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 2 オムニバス

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1 隔年

3・4 前 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1 隔年

0 116 0 21 5 0 1 0 兼17

1 ①②③④ 1 ○ 兼12

1 ①②③④ 1 ○ 兼9

1 前・後 2 ○ 兼7

1 前・後 2 ○ 兼5

1 前・後 2 ○ 兼12
オムニバス

メディア

8 0 0 0 0 0 0 0 兼28

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

0 32 0 0 0 0 0 0 兼15

選
択
必
修
科
目

キ
リ
ス
ト
教
人
間
学

B
群

C
群

系
3

A
群

必
修
科
目

全
学
共
通
科
目

電磁波伝搬の基礎

電子デバイス

光電磁波伝送工学

光エレクトロニクスⅠ

光エレクトロニクスⅡ

電子量子力学

量子情報エレクトロニクス

計測と制御

信号基礎論

情報通信工学

通信ネットワークシステム

－小計（61科目） －

量子光学

低温電子物性

量子力学3

量子物理及び演習

低温・超伝導物性学

ライフサイクルアセスメント

放射線科学

電磁材料科学

燃焼科学と環境

機能性高分子

レーザー科学

原子衝突物理学

数理物理

量子統計力学

物質科学入門

B
群

思考と表現

データサイエンス概論

課題・視座・立場性を考える

小計（9科目）

キリスト教人間学「他者のために、他者とともに」

身体のリベラルアーツ

C
群

－

キリスト教人間学（哲学的人間論）

キリスト教人間学（かかわりの人間学）

キリスト教人間学（現代倫理の諸問題）

小計（16科目） －

キリスト教人間学（旧約聖書入門）

キリスト教人間学（福音としてのキリスト教）

キリスト教人間学（新約聖書入門）

キリスト教人間学（死生学入門）

キリスト教人間学（キリスト教と哲学）

キリスト教人間学（哲学の根本問題）

－ －

キリスト教人間学（キリスト教と人権）

キリスト教人間学（環境教育）

キリスト教人間学（倫理学入門）

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM:
PHILOSOPHY OF THE HUMAN PERSON

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM: THE
LIGHT OF CHRIST:AN INTRODUCTION TO
CATHOLICISM

キリスト教人間学（聖書と戦争）

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM:
PHILOSOPHY OF RELIGIOUS LANGUAGE
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 1 1 兼10 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 1 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼7
オムニバス
メディア

3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼4
オムニバス

メディア

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼11 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼7
オムニバス

メディア

3･4 前 2 ○ 兼5 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼9

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 1 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 ④ 2 ○ 2 1 オムニバス

3･4 ④ 1 ○ 兼1

3･4 ② 2 ○ 兼6 オムニバス

高
学
年
向
け
科
目

カトリック社会教説とキリスト教ヒューマニズム

イエズス会教育とIGNATIAN LEADERSHIP養
成Ⅰ

イエズス会教育とIGNATIAN LEADERSHIP養
成Ⅱ

グローバリゼーションの倫理学

ケアの臨床哲学

東西宗教芸術の伝統と今日的な宗教的霊性

宗教的人間論

科学技術の哲学

データサイエンス実践：実践型データ分析演習

データエンジニアリング

比較宗教史

宗教的共生論

CATHOLIC SOCIAL THOUGHT AND THE
CATHOLIC CHURCH TODAY

死生学の展開

ヒューマンケアサイエンス

交渉学入門

地球環境学への招待

ビジネスデータ分析理論（データサイエンス基礎）

現代社会における情報

データ加工入門

情報フルエンシー（Pythonによるアルゴリズムと
問題解決の技法）

SDGs実現における森林の役割

平和構築とメディア

SDGｓとグローバルリスク

ものづくり企業論-グローバル企業の実例に学
ぶ-

SDGｓの課題と可能性：企業と投資家の視点から

AIのセオリーから（ビジネス）プロダクションへ

地理的境界と人々の暮らし

出産と子育てに関する情報と意思決定

ポスト・コロナ危機の経済

資本市場の役割と証券投資

多文化共生社会におけるESD・市民教育

HOSPITALITY BUSINESS IN ASIA

GENERAL MANAGEMENT IN ACTION

大学マネジメント

社会の中の数学

生命倫理の諸問題と現代社会

生と死の哲学

国際社会と法

科学技術と国際関係

FOREIGN AND SECURITY POLICY OF
JAPAN

総合的戦略論の展開

ジェンダーと法

グローバル・ビジネスのフロンティア

現代社会と福祉的課題

国家と主権：歴史、現代、未来

医療における対人関係

経済法・社会法の現代的課題

科学技術の倫理

持続可能な社会に向けたものづくり：自動車技
術

現代日本の生活変容
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1 隔年

3･4 前 2 ○ 兼4 集中/隔年

3･4 後 2 ○ 兼3
オムニバス
メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 ④ 2 ○ 兼9 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼8 オムニバス

3･4 後 2 ○ 1 共同

3･4 前・後 2 ○ 兼2

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼2
共同
メディア

3･4 前・後 6 ○ 兼2

3･4 前・後 2 ○ 兼4

3･4 前 6 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 1 兼1

0 165 0 5 1 0 1 0 兼180

1･2･3･4 後 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼12
隔年
オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 共同

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼9 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

選
択
科
目

アメリカ小説と村上春樹

UNDERSTANDING PICTUREBOOKS

シェイクスピアのソネット

歴史学Ⅰ（日本史）

歴史学Ⅱ（東洋史）

国際教育開発・協力論（理論と課題）

国際教育開発・協力論（事例研究）

KEY GLOBAL ECONOMIES

心理学の最前線Ⅰ

心理学の最前線Ⅱ

社会学のフロンティア

歴史学Ⅲ（西洋史）

JAPANESE AMERICAN HISTORY

宗教思想の伝統と現代

応用倫理の世界

ケアと依存――自助グループの世界観

開発経済学

キャリアデザイン演習２（外国人留学生対象）

キャリアワークショップ「問題解決のための思考
法」

グローバルインターンシップ（長期）

グローバルインターンシップ（短期・高学年）

グローバルインターンシップ（中期・高学年）

UDトラックスインターンシップ -A DOOR TO A
WORLD LEADER IN SUSTAINABLE
TRANSPORT SOLUTIONS-（高学年）

音声資料から読み解く日本近代史

4大陸に広がるポルトガル語圏社会で生きる・
働く

イスパニア語圏で暮らす・働く・活動する

つくるⅡ（キャリア形成Ⅱ）

キャリアデザイン演習

キャリアデザイン演習１（外国人留学生対象）

小計（80科目） － －

上智大学（ソフィア）のルーツとアイデンティティ

グローバル・コンサーンと平和の促進

諸宗教における自然と人間

‘GOD, MAN AND THE WORLD’:
INTERDISCIPLINARY PERSPECTIVES ON
SUSTAINABLE DEVELOPMENT

東アジアの諸問題とイエズス会教育（上智・西
江共同開講科目）

変わりゆく世界における舞台芸術

パラアスリートと考える障がい者スポーツと共生
社会

スポーツ心理学

レクリエーショナル・ニュースポーツ

救急法の理論と実践

スキースポーツの理論と実践

スクーバ・ダイビングの理論と実践

脳とホルモンの行動学

EXPERIENCING THE MIRACLE OF LIFE

共生社会創生論

知としての身体を考える

オリンピック・パラリンピック概論

共生する社会と身体・スポーツ

人間と運動・スポーツ

テニス初級

テニス

バスケットボール



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼8 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼9 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

フットサル

卓球

ソフトボール

バレーボール初級

バレーボール

フライングディスク入門

水泳

サッカー

エアロビクス＆トータルフィットネス

身体知演習　ボディーワーク

身体知演習　ヨガ

ダンスパフォーマンス

ソマティック（身心）教育入門

自己変容のための神経生理学Ⅰ

フライングディスク

バドミントン入門

バドミントン

エアロビクス

日本の身体技法の理論と実践

ヨーガの理論と実践ラージャヨーガからヨーガ
の日本的展開

健康づくりの科学

現代文化としてのスポーツⅠ

現代文化としてのスポーツⅡ

スポーツ人類学概論

思考と対話

情報リテラシー（情報検索）

自己変容のための神経生理学Ⅱ

食から見た、ウエルネスと身体

アダプテッド・スポーツ

女性のヘルスケアとフィットネス

バスケットボールの理論と実践

ダンスパフォーマンスの理論と実践

国語表現Ⅰ

国語表現Ⅱ

国語表現Ⅲ

国語表現Ⅳ

現代数学A

現代数学B

情報フルエンシー（マルチメディア表現方法）

実践英語ライティング -PRACTICAL
ENGLISH WRITING-

文章構成法Ⅰ

文章構成法Ⅱ

文章構成法Ⅲ

文章構成法Ⅳ

哲学対話

データサイエンスと地域コミュニティ

情報フルエンシー（Cプログラミング）

情報フルエンシー（ウェブ開発のための
JavaScriptプログラミング）

情報フルエンシー（予測分析）

情報フルエンシー（Pythonプログラミング）

論理の世界

質問力を磨く

質問力で社会と向き合う

クリティカルシンキング実践

思考とコミュニケーション

知の探求

情報リテラシー（データの収集・分析・利用）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前・後 2 ○ 2 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 2 兼10 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ① 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ③ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼14 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼13 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼14
オムニバス
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼14
オムニバス

メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼11
オムニバス

メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼13
オムニバス
メディア

1･2･3･4 ②④ 2 ○ 兼1 メディア

情報リテラシー（統計処理）

データサイエンスとデータエンジニアリングの
基礎

人工知能基礎

データサイエンスと人工知能の実践

情報フルエンシー（HTMLとCSSを用いたWeb
ページ作成技法）

情報リテラシー（情報学）

情報リテラシー（一般）

情報フルエンシー（システム情報処理）

情報フルエンシー（プログラミング技法）

情報フルエンシー（システムコンサルティング）

情報フルエンシー（情報科学と人間）

情報と職業

アナリティクス入門：社会で活用されるアナリ
ティクス

ビジュアルデータアナリティクス入門

データ分析の基礎

データ活用と人間行動

データサイエンス概論：日常生活とデータサイエンス

AI革命後の社会と仕事原理

データ活用と経営戦略（データサイエンス基
礎）

アナリティックスによる事業戦略（データサイエ
ンス応用）

プロセスマイニング実践講座

情報化社会と情報倫理

マルチメディア情報社会論

CULTURAL REVITALIZATION AND
COMMUNITY BUILDING

東南アジアに学ぶA

東南アジアに学ぶB

メディア・対話・レトリックⅠ

メディア・対話・レトリックⅡ

メディア・対話・レトリックⅢ

数学入門Ⅰ

数学入門Ⅱ

データサイエンスのための数学

社会統計学 -国際的な統計データの解釈-

AFRICAN RELIGION: AFRICAN
TRADITIONAL BELIEFS AND RITES FROM
ANCIENT EGYPT TO THE PRESENT

文化復興と民族:北米先住民の現在

グローバライゼーションの現状と思想

REIMAGINING EDUCATION TOWARDS
SUSTAINABLE FUTURES

地球環境学Ⅰ

地球環境学Ⅱ

地球環境と科学技術Ⅰ

地球環境と科学技術Ⅱ

ナショナリズムと芸術

赤十字と国際活動

JAPANESE POP CULTURE

経済と環境

途上国の人間開発

CONSERVATION
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1
オムニバス
メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼11 オムニバス

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 1 兼14 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 1 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

INTRODUCTION TO CONFLICTS AND
HUMAN SECURITY

持続可能な開発目標（SDGs)を学ぶ

ダイバーシティ＆インクルージョン：みんなが幸
せに暮らせる、課題解決型の社会を生み出す
思考
DIVERSITY & INCLUSION: IDEAS TO
BRING ABOUT EMPOWERING AND
THRIVING SOCIETIES

現代アジア社会の理解

グローバルメディアと日本

グローバルシティズンシップ：アフリカと共に考
える未来

GLOBALIZATION AND ORGANIZATIONS

グローバル社会への招待

INTERNATIONAL POLITICS AND
PEACEBUILDING 1

グローバル企業のビジネス展開 -THE
DYNAMICS OF A WORLD LEADER IN
SUSTAINABLE TRANSPORT SOLUTIONS-

アフリカにおける開発援助とビジネス展開

現代の証券市場と上場会社

企業のグローバル人材とリーダーシップ

グローバルリスクの時代 -目標達成のためのリ
スク管理と意思決定

国際開発金融機関入門

FUTURE ORIENTED SYSTEMS THINKING
FOR SUSTAINABILITY IN TURBULENT
TIMES
グローバル企業のリスクとその対応

ジェンダーの平等　国連・国際協力、世界と日本

GENDER EQUALITY, INTERNATIONAL
COOPERATION, UN, GLOBAL
COMMUNITIES AND JAPAN

HOW CHANGE HAPPENS: LEADERSHIP
THAT HARNESSES AND ADVANCES
DIVERSITY & INCLUSION

DEBATE ON PEACEBUILDING

企業経営論（エアライン）

企業と社会

経営社会と人間の行動

結婚の哲学

日本外交政策

環境問題と科学技術

グローバル・ベンチャー

グローバル化と国際貢献

教養としてのインテリジェンス-国際情報リテラ
シーの課題と方法-

グローバル・リスク論

グローバル化と言語の多様性

グローバル・ビジネスの現状と課題

CULTURAL CONFLICTS AND
INTERCULTURAL COMPETENCE

文化人類学Ⅰa

ナノテクノロジー

技術の歴史

社会的価値創出のためのプロジェクト形成論

MIXED ROOTS IDENTITY AND
TRANSNATIONAL IDENTITY

HUMAN BEHAVIOUR AND SOCIAL
ENVIRONMENT

APPROACHES TO INTERCULTURAL
COMPETENCE
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

文化人類学Ⅰb

西洋美術史Ⅰ

西洋美術史Ⅱ

［漢文Ⅰ］中国古典入門

LITERATURE IN ENGLISH A2

LITERATURE IN ENGLISH B2

HISTORY IN ENGLISH A1

HISTORY IN ENGLISH B1

HISTORY IN ENGLISH A2

HISTORY IN ENGLISH B2

［漢文Ⅱ］中国の文学と文章

［漢文Ⅲ］中国の詩文を読む

［漢文Ⅳ］中国文学と日本文学

ヨーロッパ文学のアダプテーション

LITERATURE IN ENGLISH A1

LITERATURE IN ENGLISH B1

PHILOSOPHY IN ENGLISH A2

PHILOSOPHY IN ENGLISH B2

ECONOMICS IN ENGLISH A1

ECONOMICS IN ENGLISH B1

ECONOMICS IN ENGLISH A2

ECONOMICS IN ENGLISH B2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH A1

PSYCHOLOGY IN ENGLISH B1

PSYCHOLOGY IN ENGLISH A2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH B2

PHILOSOPHY IN ENGLISH A1

PHILOSOPHY IN ENGLISH B1

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH A1

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH B1

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH A2

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH B2

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH A1

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH B1

LAW IN ENGLISH A2

LAW IN ENGLISH B2

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH A1

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH B1

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH A2

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH B2

JAPANOLOGY (LITERATURE) A2

JAPANOLOGY (LITERATURE) B2

JAPANOLOGY (HISTORY) A1

JAPANOLOGY (HISTORY) B1

JAPANOLOGY (TOURISM) A1

JAPANOLOGY (TOURISM) B1

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH A2

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH B2

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH A1

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH B1

JAPANOLOGY (LITERATURE) A1

JAPANOLOGY (LITERATURE) B1

JAPANOLOGY (TOURISM) A2

JAPANOLOGY (TOURISM) B2

フランス文学入門Ⅰ

フランス文学入門Ⅱ



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 隔年

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 隔年

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

東洋史

西洋史

東南アジア史入門Ⅱ

東南アジア史入門Ⅰ

音楽の歴史Ⅰ

音楽の歴史Ⅱ

ドイツ文学案内

日本史

日本古典文学入門Ⅲ

日本古典文学とその継承

日本近代文学入門Ⅰ

日本近代文学入門Ⅱ

マス・コミュニケーション論Ⅰ

マス・コミュニケーション論Ⅱ

国語の歴史Ⅰ

国語の歴史Ⅱ

国語の歴史Ⅲ

日本辞書の歴史

日本古典文学入門Ⅰ

日本古典文学入門Ⅱ

簿記会計論

会計情報論

情報リテラシー（社会調査と社会調査データ分
析への入門）

INTRODUCTION TO WORLD ECONOMIC
HISTORY

教養としての経済知識

経済学

INTRODUCTION TO ENGLISH LINGUISTICS

言語と人間Ⅰ

言語と人間Ⅱ

生命倫理の世界

倫理学入門

宗教学

マーケティング入門

憲法

政治学

INTRODUCTION TO PSYCHOLOGY

心理学入門

心理学ⅠA

国際高等教育論①（歴史と変遷）

国際高等教育論②（国際化と国際協力）

ESG概論Ⅰ

ESG概論Ⅱ

法律学

経営学入門

社会学B

農村と農業の社会学

教養としての社会保障

アフリカ研究入門

THE HISTORIOGRAPHY OF AFRICA

AFRICAN CULTURE

心理学ⅠB

立場の心理学1：マジョリティの特権を考える

立場の心理学2：特権の自覚と行動をつなぐ

メディアと情報の社会学

社会学A

社会学

現代ドイツの政治

中東イスラーム研究入門Ⅰ
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼12 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 4 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼12 オムニバス

1･2･3･4 ①②③④ 1 ○ 兼4

1･2･3･4 後 2 ○ 1 1 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼3

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中/メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中/メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中/メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1 集中/メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

イスパニア語圏の歴史と今

南アジア研究入門

東南アジア研究入門

東アジア研究入門

世界文化遺産（ナンマトル遺跡）

世界文化遺産（アンコール・ワット遺跡）

中東イスラーム研究入門Ⅱ

ロシア社会

COMPARATIVE CULTURAL STUDIES
(DISCOVERING RUSSIAN CULTURE)

地域研究の最前線

国際機構論

発生生物学入門

環境分子生物学入門

入門毒物学

MODERN CHEMISTRY IN LIFE AND SOCIETY

化学と生活Ⅲ-環境と生命-

グローバル社会への招待

平和構築入門

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
COOPERATION THEORY AND PRACTICE

国際協力概論-日本による開発援助の潮流と仕組み-

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
COOPERATION -OVERVIEW AND
MANAGEMENT METHOD OF JAPAN’S
INTERNATIONAL COOPERATION -

国際政治史入門

現代物理学の世界B（ノーベル賞とテクノロジー）

自然科学史Ⅱ

自然科学史Ⅰ

宇宙の科学

身近な物理

アフリカと開発：2030アジェンダと持続可能な社
会づくり

化学と生活Ⅰ-物質の理解-

化学と生活Ⅱ-身のまわりの化学-

情報フルエンシー（電気回路・電子回路）

図形の世界

数の世界

現代物理学の世界A（ノーベル賞のインパクト）

キャリアディベロップメント

キャリアディベロップメント(スキルアップ編)

東南アジアに学ぶ（実践型プログラム） A

東南アジアに学ぶ（実践型プログラム） B

ジュネーブ国際機関集中研修プログラム

GLP　グローバルリーダーシップ・プログラム

開発教育：開発をめぐる課題を世界はどのよう
に学ぶのか

自主研究（グローバル課題研究）：人間の安全
保障と平和構築

国際緊急人道支援と強靭な社会づくり

留学準備講座

つくるⅠ（キャリア形成Ⅰ）

LEARNING FROM THE INSIDERS: A FIELD
STUDY COURSE ON THE SUSTAINABILITY
OF RURAL SOCIETY

国連の役割と機能（国連集中研修プログラム）

インド・サービスラーニング・プログラム

AJCU-AP　サービスラーニング・プログラム

エストニア・スタディツアー：持続可能な社会構
築に向けた教育の可能性
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中/メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 6 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼4 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 1 兼1 集中

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

ミャンマー・スタディーツアー

多文化共生社会のリーダーシップ

インド・サービスラーニング・プログラム

アフリカに学ぶA

アフリカに学ぶB

グローバルインターンシップ（中期）

インドの社会経済・人間開発に学ぶ：南インド
のケララ州を実例に

国際公務員をめざして（実務型国連集中研修）

HISTORY OF CHINESE CIVILIZATION

INTRODUCTION TO SOCIOLOGY

INTRODUCTION TO JAPANESE SOCIETY

THE GOOD LIFE: FROM SELF TO SOCIETY

INTRODUCTION TO CULTURAL AND
SOCIAL ANTHROPOLOGY

ANTHROPOLOGY OF JAPAN

グローバルインターンシップ（短期）

経済同友会連携インターンシップ
UDトラックスインターンシップ -A DOOR TO A
WORLD LEADER IN SUSTAINABLE
TRANSPORT SOLUTIONS-
身体のリベラルアーツ（教職課程履修者用）

DEVELOPMENT OF JAPANESE
CIVILIZATION 1

DEVELOPMENT OF JAPANESE
CIVILIZATION 2

PRINCIPLES OF MACROECONOMICS

THEORIES AND THEMES OF
CONTEMPORARY POLITICS

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
RELATIONS

NATURE AND CULTURE

INTRODUCTION TO ART HISTORY /
VISUAL CULTURE 1

INTRODUCTION TO ART HISTORY /
VISUAL CULTURE 2

LITERARY GENRES

REPRESENTATIONS OF JAPAN IN
POPULAR CULTURE AND LITERATURE

INTRODUCTION TO JAPANESE
LITERATURE

INTRODUCTION TO COMPARATIVE
POLITICS

CONTROVERSIES IN GLOBALIZATION

COMPUTER STUDIES 1

COMPUTER STUDIES 2

INTRODUCTION TO PHILOSOPHY

FUNDAMENTALS OF RELIGION

PRINCIPLES OF MICROECONOMICS
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部機能創造理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4 後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 4 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

0 785 0 15 2 0 2 0 兼493

1 前 2 ○ 兼26

1 後 2 ○ 兼26

4 0 0 0 0 0 0 0 兼27

38 1292 18 24 7 0 5 0 兼835

ENVIRONMENTAL ISSUES 1

GEOGRAPHY

学科科目から94単位以上、全学共通科目から26単位以上（必修科目8単位、選択必修6単位（キリス
ト教人間学2単位、高学年向け科目4単位以上）、選択科目12単位以上）、及び語学科目から必修科
目4単位以上を修得し合計124単位以上を修得すること。
なお、学科科目については、①理工共通科目Ⅰ群から必修科目16単位、選択必修2単位以上、②理
工共通科目Ⅱ群から選択必修科目16単位以上、選択科目11単位以上、③学科コア科目から必修科目
10単位、選択必修科目7単位（選択必修科目1群から4単位以上、選択必修科目2群から3単位以上）
以上、④学科専門科目から選択科目32単位（学科専門科目から系を選択した場合は同一の系から、
群を選択した場合は同一の群から22単位以上、それ以外は自学科あるいは物質生命理工学科、情報
理工学科の学科専門科目から）以上の合計94単位以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：半期27単位、年間49単位）

－

語
学
科
目

必
修
科
目

ACADEMIC COMMUNICATION 1

ACADEMIC COMMUNICATION 2

小計（　2科目） － －

COLLEGE MATHEMATICS

MATHEMATICS AND STATISTICS FOR
BUSINESS AND ECONOMICS

HUMAN ECOLOGY: RIVERS 1

HUMAN ECOLOGY: RIVERS 2

小計（374科目） －

１学年の学期区分 2学期4クォーター

１学期の授業期間
学期14週

クオーター7週

１時限の授業時間 100分

合計（1094　　科目） － －

学位又は称号 学士（理工学） 学位又は学科の分野 理学関係、工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
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1 前 2 ○ 4 3 1 オムニバス

1 前 2 ○ 1

1 前 2 ○ 1

1 前 1 ○ 1 1 オムニバス

1 前 2 ○ 1

1 前 2 ○ 兼1

1 前 2 ○ 1 兼1

1 後 2 ○ 1 1

1 前 1 ※ ○ 2 1 1 兼20 合同/演習

2 前 2 ○ 1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼6 オムニバス

2 前 2 ○ 兼2

2 前 2 ○ 兼1

2 前後 2 ○ 1

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH A 2 前 2 ○ 兼1

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH B 2 後 2 ○ 兼1

1・2・3・4 後 2 〇 1 集中

1・2・3・4 前 2 〇 1 集中

2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

2・3・4 前 2 ○ 1 隔年

3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

3・4 後 2 ○ 兼1 隔年

3・4 前 1 ○ 兼2 隔年/集中

3・4 前 1 ○ 兼2 隔年/集中

2・3・4 ② 1 ○ 兼4 隔年/集中

16 20 11 8 6 0 2 0 兼36

1 後 2 ○ 1

1・2 後 2 ○ 1

1・2 後 2 ○ 1

1・2 後 2 ○ 1

2 前 2 ○ 1

1・2 後 2 ○ 5 1 オムニバス

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

2・3 後 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1

1 後 2 ○ 兼2 オムニバス

1 後 2 ○ 兼1

1 後 2 ○ 兼1

1 後 2 ○ 兼1

1 後 1 ○ 1

1・2 後 1 ○ 1

数学AⅡ（線型空間論）

数学BⅡ（多変数微積）

微分方程式の基礎

電気回路Ⅰ

数学CⅠ（統計データ解析）

情報通信工学の基礎

プログラミング演習

－ －

分子生物学

無機化学（分析化学）

有機化学（有機分子）

基礎物理学Ⅱ

数学演習Ⅱ

プログラミング言語論

ディジタル信号処理

コンピュータネットワーク

電磁気測定

集積回路の基礎

フーリエ・ラプラス解析

データ構造とアルゴリズム

データベース

複素関数論

情報生物学の基礎

数値計算法

ディジタル回路

オペレーションズリサーチ

電子回路

電気法規と施設管理

電力工学設計および製図

電気電子工学実験Ⅳ

電気電子工学実験Ⅴ

生物学実験

小計（26科目）

科学技術英語（生物）

科学技術英語（情報）

海外短期研修（ノースカロライナ大学）

海外短期研修（カリフォルニア大学デービス
校）理工系英語コース

科学技術英語（PRESENTATION I）

科学技術英語（COMMUNICATION SKILLSⅠ）

基礎情報学

理工基礎実験・演習

科学技術英語（数学）

科学技術英語（応用数学）

科学技術英語（物理）

科学技術英語（化学）

備考

理工学概説（情報理工）

数学AⅠ（線型代数）

数学BⅠ（微分積分）

数学演習I

基礎物理学

基礎化学

基礎生物学

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

学
科
科
目

選
択
科
目

選
択
必
修
科
目

理
工
共
通
科
目
Ⅱ
群

自
由
科
目

選
択
必
修
科
目

必
修
科
目

理
工
共
通
科
目
Ⅰ
群
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1・2 後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 兼3 合同

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 兼1 隔年

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1

2・3 前 2 ○ 兼1

2・3 後 2 ○ 兼1 隔年

2・3 後 2 ○ 兼1

3 前 2 ○ 兼1

2・3・4 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1 メディア

3・4 後 2 ○ 兼1

0 140 0 13 5 0 2 0 兼48

1 後 2 ○ 1

1 後 1 ○ 2 合同

2 前 2 ○ 1

2 後 2 ○ 1 1 オムニバス

2 前 1 ○ 2 1 オムニバス

2 前 1 ○ 2 オムニバス

2 後 1 ○ 7 2 1 兼1 オムニバス

2 後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

2 後 1 ○ 1 1 オムニバス

2 前 1 ○ 6 2 オムニバス

半導体物理の基礎

知的財産権

情報理工学実験Ⅱ

情報数理演習Ⅰ

情報理工学実験Ⅰ

情報学演習Ⅱ

情報数理演習Ⅱ

－ －

情報理工学Ⅰ（コンピュータアーキテクチュア）

基礎プログラミング

情報理工学Ⅱ（コンピュータソフトウェア）

情報理工学Ⅲ（計算と情報の理論）

情報学演習Ⅰ

機器分析化学

電気通信法規

小計（71科目）

電子物性工学

統計力学

幾何学Ⅰ（微分幾何）

電気電子工学の数値解析

制御基礎

電磁気学ⅡB

材料力学の基礎

機械力学

アナログ電子回路

テンソル解析の基礎

代数学Ⅰ（群論）

マテリアルサイエンス

電磁気学Ⅰ

電気回路Ⅱ

工業熱力学

流体力学

量子力学入門

熱力学

力学（質点と剛体の力学）

代数学基礎

幾何学基礎

機械システム設計の基礎

電磁気学ⅡA

量子物理化学

物理化学（分子科学）

動物生理学

有機化学（有機合成）

地球科学

解析力学

身近な物理学

数学CⅡ（確率統計）

細胞生物学

物理標準と精密計測

物理化学（平衡・速度論）

分子遺伝学

原子・分子科学

無機化学（無機元素化学）

有機化学（有機反応）

生物化学

現代物理の基礎

自然科学のための数学

学
科
コ
ア
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3 前 1 ○ 2 1 2 オムニバス

3 前 1 ○ 14 8

3 後 1 ○ 8 4 兼1

4 前 1 ○ 18 8 3 　

4 後 1 ○ 18 8 3 　

18 0 0 17 8 0 3 0 兼1

3・4 後 2 ○ 1 隔年

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1 1 兼1
オムニバス

隔年

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1 隔年

3・4 前 2 ○ 3 2
オムニバス
隔年

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 後 2 ○ 2 1 兼2 オムニバス

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 兼1

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1 隔年

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1 隔年

3・4 前 2 ○ 1 隔年

3・4 ④ 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 ③ 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1 メディア

3・4 後 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 3 4 オムニバス

3・4 前 2 ○ 1 兼14 オムニバス

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 兼1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 ③ 2 ○ 1 隔年

3・4 後 2 ○ 1 隔年

3・4 後 2 ○ 1 隔年

3・4 後 2 ○ 1 隔年

3・4 前 2 ○ 1

0 92 0 14 6 0 2 0 兼19

幾何学Ⅲ（位相不変量）

測度論

常微分方程式

小計（46科目） － －

物流産業論

【

D
群
】

数
理
情
報

計算機数学

離散数学

暗号・符号理論と情報セキュリティ

多変量解析

数理ファイナンス基礎

代数学Ⅱ（環と加群）

代数学Ⅲ（ガロア理論）

幾何学Ⅱ（多様体論）

【

C
群
】

社
会
情
報

メディア情報論

経営情報学

社会情報学

メディア工学

ロジスティクス工学

ヒューマンコミュニケーション

【

B
群
】

情
報
通
信

情報通信工学

電磁波伝搬の基礎

光電磁波伝送工学

電子デバイス

信号基礎論

生産工学

通信ネットワークシステム

光通信工学

リモートセンシング信号処理

コンピューティングアーキテクチュア

計測と制御

情報システム工学

シミュレーション工学

人工知能入門

ビジネスデータ分析

－

学
科
専
門
科
目

【

A
群
】

人
間
情
報

感覚情報処理

音声・音響工学

画像処理工学

学習・記憶・認知

情報学演習Ⅲ

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

卒業研究Ⅰ

ニューラルネットワーク

教育情報工学

福祉情報学

脳科学

神経情報薬理学

細胞神経科学

卒業研究Ⅱ

小計（15科目） －

生体医工学

言語情報学入門

実験心理学
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1 ①②③④ 1 ○ 兼12

1 ①②③④ 1 ○ 兼9

1 前・後 2 ○ 兼7

1 前・後 2 ○ 兼5

1 前・後 2 ○ 兼12
オムニバス

メディア

8 0 0 0 0 0 0 0 兼44

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前・後 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 前 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

2 後 2 ○ 兼1

0 32 0 0 0 0 0 0 兼15

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 5 1 兼6 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 4 2 1 オムニバス

3･4 前 1 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼7
オムニバス

メディア

3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼4
オムニバス

メディア

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

選
択
必
修
科
目

高
学
年
向
け
科
目

全
学
共
通
科
目

必
修
科
目

出産と子育てに関する情報と意思決定

ポスト・コロナ危機の経済

資本市場の役割と証券投資

データ加工入門

データサイエンス実践：実践型データ分析演習

データエンジニアリング

AIのセオリーから（ビジネス）プロダクションへ

地理的境界と人々の暮らし

－ －

キ
リ
ス
ト
教
人
間
学

キリスト教人間学（キリスト教と人権）

キリスト教人間学（環境教育）

キリスト教人間学（倫理学入門）

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM:
PHILOSOPHY OF THE HUMAN PERSON

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM: THE
LIGHT OF CHRIST:AN INTRODUCTION TO
CATHOLICISM

キリスト教人間学（聖書と戦争）

－ －

東西宗教芸術の伝統と今日的な宗教的霊性

宗教的人間論

科学技術の哲学

比較宗教史

宗教的共生論

現代社会における情報

ケアの臨床哲学

キリスト教人間学「他者のために、他者とともに」

身体のリベラルアーツ

思考と表現

データサイエンス概論

課題・視座・立場性を考える

小計（5科目）

キリスト教人間学（旧約聖書入門）

キリスト教人間学（福音としてのキリスト教）

カトリック社会教説とキリスト教ヒューマニズム

キリスト教人間学（新約聖書入門）

キリスト教人間学（死生学入門）

キリスト教人間学（キリスト教と哲学）

キリスト教人間学（哲学の根本問題）

STUDIES IN CHRISTIAN HUMANISM:
PHILOSOPHY OF RELIGIOUS LANGUAGE

キリスト教人間学（哲学的人間論）

キリスト教人間学（かかわりの人間学）

キリスト教人間学（現代倫理の諸問題）

小計（16科目）

イエズス会教育とIGNATIAN LEADERSHIP養
成Ⅰ

イエズス会教育とIGNATIAN LEADERSHIP養
成Ⅱ

グローバリゼーションの倫理学

CATHOLIC SOCIAL THOUGHT AND THE
CATHOLIC CHURCH TODAY

死生学の展開

ヒューマンケアサイエンス

交渉学入門

情報フルエンシー（Pythonによるアルゴリズムと
問題解決の技法）

ビジネスデータ分析理論（データサイエンス基
礎）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼11 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼7
オムニバス

メディア

3･4 前 2 ○ 兼5 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

3･4 後 2 ○ 2 2 1 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼9

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 1 ○ 兼1 集中

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 ④ 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 ④ 1 ○ 兼1

3･4 ② 2 ○ 兼6 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

3･4 前 2 ○ 兼1 隔年

3･4 前 2 ○ 兼4
集中
隔年

3･4 後 2 ○ 兼3
オムニバス

メディア

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 ④ 2 ○ 兼9 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼8 オムニバス

3･4 後 2 ○ 兼1 共同

3･4 前・後 2 ○ 兼2

3･4 前 2 ○ 兼1

3･4 後 2 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼2
共同
メディア

3･4 前・後 6 ○ 兼2

3･4 前・後 2 ○ 兼4

KEY GLOBAL ECONOMIES

心理学の最前線Ⅰ

心理学の最前線Ⅱ

社会学のフロンティア

音声資料から読み解く日本近代史

4大陸に広がるポルトガル語圏社会で生きる・働く

宗教思想の伝統と現代

応用倫理の世界

ケアと依存――自助グループの世界観

開発経済学

国際教育開発・協力論（理論と課題）

国際教育開発・協力論（事例研究）

UNDERSTANDING PICTUREBOOKS

グローバルインターンシップ（長期）

グローバルインターンシップ（短期・高学年）

イスパニア語圏で暮らす・働く・活動する

つくるⅡ（キャリア形成Ⅱ）

キャリアデザイン演習

キャリアデザイン演習１（外国人留学生対象）

キャリアデザイン演習２（外国人留学生対象）

キャリアワークショップ「問題解決のための思考
法」

シェイクスピアのソネット

歴史学Ⅰ（日本史）

歴史学Ⅱ（東洋史）

歴史学Ⅲ（西洋史）

JAPANESE AMERICAN HISTORY

経済法・社会法の現代的課題

科学技術の倫理

持続可能な社会に向けたものづくり：自動車技術

現代日本の生活変容

現代社会と福祉的課題

アメリカ小説と村上春樹

社会の中の数学

生命倫理の諸問題と現代社会

生と死の哲学

国家と主権：歴史、現代、未来

医療における対人関係

FOREIGN AND SECURITY POLICY OF JAPAN

総合的戦略論の展開

ジェンダーと法

グローバル・ビジネスのフロンティア

HOSPITALITY BUSINESS IN ASIA

GENERAL MANAGEMENT IN ACTION

国際社会と法

科学技術と国際関係

多文化共生社会におけるESD・市民教育

地球環境学への招待

SDGs実現における森林の役割

大学マネジメント

平和構築とメディア

SDGｓとグローバルリスク

ものづくり企業論-グローバル企業の実例に学
ぶ-

SDGｓの課題と可能性：企業と投資家の視点か
ら
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3･4 前 6 ○ 兼1

3･4 前・後 2 ○ 兼1

0 165 0 10 5 0 2 0 兼170

1･2･3･4 後 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼12
隔年
オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 共同

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼9 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 1 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

選
択
科
目

身体知演習　ヨガ

ダンスパフォーマンス

ソマティック（身心）教育入門

自己変容のための神経生理学Ⅰ

自己変容のための神経生理学Ⅱ

食から見た、ウエルネスと身体

身体知演習　ボディーワーク

ソフトボール

バレーボール初級

バレーボール

フライングディスク入門

フライングディスク

バドミントン入門

アダプテッド・スポーツ

女性のヘルスケアとフィットネス

スキースポーツの理論と実践

スクーバ・ダイビングの理論と実践

人間と運動・スポーツ

テニス初級

バドミントン

エアロビクス

日本の身体技法の理論と実践

ヨーガの理論と実践ラージャヨーガからヨーガ
の日本的展開

エアロビクス＆トータルフィットネス

テニス

バスケットボール

水泳

サッカー

フットサル

卓球

－

上智大学（ソフィア）のルーツとアイデンティティ

グローバル・コンサーンと平和の促進

諸宗教における自然と人間

‘GOD, MAN AND THE WORLD’:
INTERDISCIPLINARY PERSPECTIVES ON
SUSTAINABLE DEVELOPMENT

東アジアの諸問題とイエズス会教育（上智・西
江共同開講科目）

変わりゆく世界における舞台芸術

脳とホルモンの行動学

EXPERIENCING THE MIRACLE OF LIFE

レクリエーショナル・ニュースポーツ

救急法の理論と実践

グローバルインターンシップ（中期・高学年）

UDトラックスインターンシップ -A DOOR TO A
WORLD LEADER IN SUSTAINABLE
TRANSPORT SOLUTIONS-（高学年）

小計（80科目） －

共生社会創生論

知としての身体を考える

オリンピック・パラリンピック概論

共生する社会と身体・スポーツ

パラアスリートと考える障がい者スポーツと共生
社会

スポーツ心理学
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼8 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼9 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3 　

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 2 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前・後 2 ○ 1 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 1 1 兼10 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

アナリティックスによる事業戦略（データサイエ
ンス応用）

プロセスマイニング実践講座

情報化社会と情報倫理

マルチメディア情報社会論

情報と職業

人工知能基礎

データサイエンスと人工知能の実践

情報フルエンシー（HTMLとCSSを用いたWeb
ページ作成技法）

情報リテラシー（情報学）

AI革命後の社会と仕事原理

データ活用と経営戦略（データサイエンス基礎）

情報フルエンシー（システム情報処理）

情報フルエンシー（プログラミング技法）

情報フルエンシー（システムコンサルティング）

情報フルエンシー（情報科学と人間）

情報リテラシー（統計処理）

データサイエンスとデータエンジニアリングの基
礎

情報フルエンシー（Cプログラミング）

情報フルエンシー（ウェブ開発のための
JavaScriptプログラミング）

情報フルエンシー（予測分析）

情報フルエンシー（Pythonプログラミング）

情報リテラシー（データの収集・分析・利用）

情報リテラシー（一般）

質問力で社会と向き合う

クリティカルシンキング実践

思考とコミュニケーション

知の探求

哲学対話

データサイエンスと地域コミュニティ

国語表現Ⅲ

国語表現Ⅳ

現代数学A

現代数学B

論理の世界

質問力を磨く

文章構成法Ⅰ

文章構成法Ⅱ

文章構成法Ⅲ

文章構成法Ⅳ

国語表現Ⅰ

国語表現Ⅱ

現代文化としてのスポーツⅡ

スポーツ人類学概論

思考と対話

情報リテラシー（情報検索）

情報フルエンシー（マルチメディア表現方法）

実践英語ライティング -PRACTICAL ENGLISH
WRITING-

バスケットボールの理論と実践

ダンスパフォーマンスの理論と実践

健康づくりの科学

現代文化としてのスポーツⅠ
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ① 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ③ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼14 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼5 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼13 オムニバス

1･2･3･4 ①③ 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼14
オムニバス

メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼14
オムニバス

メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼11
オムニバス

メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼13
オムニバス

メディア

1･2･3･4 ②④ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ①③ 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1
オムニバス

メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼11 オムニバス

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1 メディアジェンダーの平等　国連・国際協力、世界と日本

ダイバーシティ＆インクルージョン：みんなが幸
せに暮らせる、課題解決型の社会を生み出す
思考
DIVERSITY & INCLUSION: IDEAS TO BRING
ABOUT EMPOWERING AND THRIVING
SOCIETIES

現代アジア社会の理解

グローバルメディアと日本
FUTURE ORIENTED SYSTEMS THINKING
FOR SUSTAINABILITY IN TURBULENT
TIMES
グローバル企業のリスクとその対応

グローバルシティズンシップ：アフリカと共に考
える未来

GLOBALIZATION AND ORGANIZATIONS

グローバル社会への招待

INTERNATIONAL POLITICS AND
PEACEBUILDING 1

INTRODUCTION TO CONFLICTS AND
HUMAN SECURITY

持続可能な開発目標（SDGs)を学ぶ

地球環境学Ⅰ

地球環境学Ⅱ

地球環境と科学技術Ⅰ

地球環境と科学技術Ⅱ

CONSERVATION

ENVIRONMENTAL SCIENCE

SUSTAINABLE DEVELOPMENT

JAPANESE POP CULTURE

経済と環境

途上国の人間開発

グローバライゼーションの現状と思想

REIMAGINING EDUCATION TOWARDS
SUSTAINABLE FUTURES

東南アジアに学ぶB

メディア・対話・レトリックⅠ

メディア・対話・レトリックⅡ

メディア・対話・レトリックⅢ

ナショナリズムと芸術

赤十字と国際活動

データサイエンスのための数学

社会統計学 -国際的な統計データの解釈-

AFRICAN RELIGION: AFRICAN
TRADITIONAL BELIEFS AND RITES FROM
ANCIENT EGYPT TO THE PRESENT

文化復興と民族:北米先住民の現在

CULTURAL REVITALIZATION AND
COMMUNITY BUILDING

東南アジアに学ぶA

ビジュアルデータアナリティクス入門

データ分析の基礎

データ活用と人間行動

データサイエンス概論：日常生活とデータサイ
エンス

数学入門Ⅰ

数学入門Ⅱ

アナリティクス入門：社会で活用されるアナリ
ティクス
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼15 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼10 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

HISTORY IN ENGLISH A1

HISTORY IN ENGLISH B1

HISTORY IN ENGLISH A2

HISTORY IN ENGLISH B2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH A1

［漢文Ⅳ］中国文学と日本文学

ヨーロッパ文学のアダプテーション

LITERATURE IN ENGLISH A1

LITERATURE IN ENGLISH B1

LITERATURE IN ENGLISH A2

LITERATURE IN ENGLISH B2

文化人類学Ⅰb

西洋美術史Ⅰ

西洋美術史Ⅱ

［漢文Ⅰ］中国古典入門

［漢文Ⅱ］中国の文学と文章

［漢文Ⅲ］中国の詩文を読む

社会的価値創出のためのプロジェクト形成論

MIXED ROOTS IDENTITY AND
TRANSNATIONAL IDENTITY

HUMAN BEHAVIOUR AND SOCIAL
ENVIRONMENT

APPROACHES TO INTERCULTURAL
COMPETENCE

CULTURAL CONFLICTS AND
INTERCULTURAL COMPETENCE

文化人類学Ⅰa

経営社会と人間の行動

結婚の哲学

日本外交政策

環境問題と科学技術

ナノテクノロジー

技術の歴史

教養としてのインテリジェンス-国際情報リテラ
シーの課題と方法-

グローバル・リスク論

グローバル化と言語の多様性

グローバル・ビジネスの現状と課題

企業経営論（エアライン）

企業と社会

現代の証券市場と上場会社

企業のグローバル人材とリーダーシップ

グローバルリスクの時代 -目標達成のためのリ
スク管理と意思決定

国際開発金融機関入門

グローバル・ベンチャー

グローバル化と国際貢献

GENDER EQUALITY, INTERNATIONAL
COOPERATION, UN, GLOBAL
COMMUNITIES AND JAPAN

HOW CHANGE HAPPENS: LEADERSHIP
THAT HARNESSES AND ADVANCES
DIVERSITY & INCLUSION

DEBATE ON PEACEBUILDING

グローバル企業のビジネス展開 -THE
DYNAMICS OF A WORLD LEADER IN
SUSTAINABLE TRANSPORT SOLUTIONS-

アフリカにおける開発援助とビジネス展開
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 隔年

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 隔年

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

国語の歴史Ⅲ

日本辞書の歴史

日本古典文学入門Ⅰ

日本古典文学入門Ⅱ

東南アジア史入門Ⅱ

東南アジア史入門Ⅰ

音楽の歴史Ⅰ

音楽の歴史Ⅱ

国語の歴史Ⅰ

国語の歴史Ⅱ

フランス文学入門Ⅰ

フランス文学入門Ⅱ

ドイツ文学案内

日本史

東洋史

西洋史

JAPANOLOGY (HISTORY) A1

JAPANOLOGY (HISTORY) B1

JAPANOLOGY (TOURISM) A1

JAPANOLOGY (TOURISM) B1

JAPANOLOGY (TOURISM) A2

JAPANOLOGY (TOURISM) B2

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH A1

ENVIRONMENTAL ISSUES IN ENGLISH B1

JAPANOLOGY (LITERATURE) A1

JAPANOLOGY (LITERATURE) B1

JAPANOLOGY (LITERATURE) A2

JAPANOLOGY (LITERATURE) B2

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH A2

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH B2

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH A1

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH B1

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH A2

CROSS-CULTURAL COMMUNICATION IN
ENGLISH B2

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH A1

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH B1

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH A2

INTERNATIONAL RELATIONS IN ENGLISH B2

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH A1

CULTURAL STUDIES IN ENGLISH B1

ECONOMICS IN ENGLISH A1

ECONOMICS IN ENGLISH B1

ECONOMICS IN ENGLISH A2

ECONOMICS IN ENGLISH B2

LAW IN ENGLISH A2

LAW IN ENGLISH B2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH A2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH B2

PHILOSOPHY IN ENGLISH A1

PHILOSOPHY IN ENGLISH B1

PHILOSOPHY IN ENGLISH A2

PHILOSOPHY IN ENGLISH B2

PSYCHOLOGY IN ENGLISH B1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼3 　

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2 　

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 ② 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼2 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼12 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼7 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

東南アジア研究入門

東アジア研究入門

世界文化遺産（ナンマトル遺跡）

世界文化遺産（アンコール・ワット遺跡）

中東イスラーム研究入門Ⅱ

ロシア社会

COMPARATIVE CULTURAL STUDIES
(DISCOVERING RUSSIAN CULTURE)

地域研究の最前線

イスパニア語圏の歴史と今

南アジア研究入門

教養としての社会保障

アフリカ研究入門

THE HISTORIOGRAPHY OF AFRICA

AFRICAN CULTURE

現代ドイツの政治

中東イスラーム研究入門Ⅰ

立場の心理学2：特権の自覚と行動をつなぐ

メディアと情報の社会学

社会学A

社会学

社会学B

農村と農業の社会学

政治学

INTRODUCTION TO PSYCHOLOGY

心理学入門

心理学ⅠA

心理学ⅠB

立場の心理学1：マジョリティの特権を考える

ESG概論Ⅰ

ESG概論Ⅱ

法律学

経営学入門

マーケティング入門

憲法

情報リテラシー（社会調査と社会調査データ分
析への入門）

INTRODUCTION TO WORLD ECONOMIC
HISTORY

教養としての経済知識

経済学

国際高等教育論①（歴史と変遷）

国際高等教育論②（国際化と国際協力）

言語と人間Ⅱ

生命倫理の世界

倫理学入門

宗教学

簿記会計論

会計情報論

日本近代文学入門Ⅰ

日本近代文学入門Ⅱ

マス・コミュニケーション論Ⅰ

マス・コミュニケーション論Ⅱ

INTRODUCTION TO ENGLISH LINGUISTICS

言語と人間Ⅰ

日本古典文学入門Ⅲ

日本古典文学とその継承
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 前 1 ○ 兼1

1･2･3･4 ④ 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼2 オムニバス

1･2･3･4 前・後 2 ○ 1

1･2･3･4 前 2 ○ 1

1･2･3･4 後 2 ○ 1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼3 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼4 オムニバス

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼12 オムニバス

1･2･3･4 ①②③④ 1 ○ 兼4

1･2･3･4 後 2 ○ 1 兼3 オムニバス

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼3

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中/メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中/メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中/メディア

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 4 ○ 兼1 集中/メディア

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中/メディア

AJCU-AP　サービスラーニング・プログラム

エストニア・スタディツアー：持続可能な社会構
築に向けた教育の可能性

インドの社会経済・人間開発に学ぶ：南インド
のケララ州を実例に

国際公務員をめざして（実務型国連集中研修）

東南アジアに学ぶ（実践型プログラム） A

東南アジアに学ぶ（実践型プログラム） B

ジュネーブ国際機関集中研修プログラム

GLP　グローバルリーダーシップ・プログラム

国連の役割と機能（国連集中研修プログラム）

インド・サービスラーニング・プログラム

国際緊急人道支援と強靭な社会づくり

留学準備講座

つくるⅠ（キャリア形成Ⅰ）

LEARNING FROM THE INSIDERS: A FIELD
STUDY COURSE ON THE SUSTAINABILITY
OF RURAL SOCIETY

キャリアディベロップメント

キャリアディベロップメント(スキルアップ編)

自然科学史Ⅰ

宇宙の科学

身近な物理

アフリカと開発：2030アジェンダと持続可能な社
会づくり

開発教育：開発をめぐる課題を世界はどのよう
に学ぶのか

自主研究（グローバル課題研究）：人間の安全
保障と平和構築

情報フルエンシー（電気回路・電子回路）

図形の世界

数の世界

現代物理学の世界A（ノーベル賞のインパクト）

現代物理学の世界B（ノーベル賞とテクノロ
ジー）

自然科学史Ⅱ

環境分子生物学入門

入門毒物学

MODERN CHEMISTRY IN LIFE AND
SOCIETY

化学と生活Ⅲ-環境と生命-

化学と生活Ⅰ-物質の理解-

化学と生活Ⅱ-身のまわりの化学-

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
COOPERATION THEORY AND PRACTICE

国際協力概論-日本による開発援助の潮流と
仕組み-

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL
COOPERATION -OVERVIEW AND
MANAGEMENT METHOD OF JAPAN’S
INTERNATIONAL COOPERATION -

国際政治史入門

国際機構論

発生生物学入門

グローバル社会への招待

平和構築入門
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学部情報理工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前 6 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼4 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 前・後 2 ○ 兼1 集中

1･2･3･4 後 1 ○ 兼1

0 677 0 12 7 0 2 0 兼461

1 前 2 ○ 兼23

1 後 2 ○ 兼23

4 0 0 0 0 0 0 0 兼24

46 1126 11 17 9 0 3 0 兼795

語
学
科
目

必
修
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学科科目から94単位以上、全学共通科目から26単位以上（必修科目8単位、選択必
修6単位（キリスト教人間学２単位、高学年向け科目4単位以上）、選択科目12単
位以上）、及び語学科目から必修科目4単位以上を修得し合計124単位以上を修得
すること。
なお、学科科目については、①理工共通科目Ⅰ群から必修科目16単位、選択必修2
単位以上、②理工共通科目Ⅱ群から選択必修科目22単位以上、選択科目12単位以
上、③学科コア科目から必修科目18単位以上、④学科専門科目から選択科目24単
位（A群、B群、C群、、D群のうちの1群から10単位以上、上記の10単位を修得した
群以外の群、及び物質生命理工学科、機能創造理工学科の「学科専門科目」から6
単位以上を含む）以上の94単位以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：半期27単位、年間49単位）

１学年の学期区分 2学期4クォーター

１学期の授業期間
学期14週

クオーター7週

１時限の授業時間 100分

－

合計（607　　科目） － －

学位又は称号 学士（理工学） 学位又は学科の分野 理学関係、工学関係

小計（　2科目） －

ACADEMIC COMMUNICATION 2

UDトラックスインターンシップ -A DOOR TO A
WORLD LEADER IN SUSTAINABLE
TRANSPORT SOLUTIONS-

身体のリベラルアーツ（教職課程履修者用）

小計（346科目） － －

ACADEMIC COMMUNICATION 1

インド・サービスラーニング・プログラム

アフリカに学ぶA

アフリカに学ぶB

グローバルインターンシップ（中期）

グローバルインターンシップ（短期）

経済同友会連携インターンシップ

ミャンマー・スタディーツアー

多文化共生社会のリーダーシップ



学校法人上智学院　設置認可等に関わる組織の移行表

令和4年度
入学
定員

編入
学

収容
定員 令和5年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

上智大学 上智大学
神学部 3年次 神学部 3年次

神学科 40 8 176 神学科 50 8 216 定員変更（10）
文学部 文学部

哲学科 60 - 240 哲学科 60 - 240
史学科 70 - 280 史学科 70 - 280
国文学科 60 - 240 国文学科 60 - 240
英文学科 100 - 400 英文学科 100 - 400
ドイツ文学科 50 - 200 ドイツ文学科 50 - 200
フランス文学科 50 - 200 フランス文学科 50 - 200
新聞学科 120 - 480 新聞学科 120 - 480

総合人間科学部 総合人間科学部
教育学科 60 - 240 教育学科 60 - 240
心理学科 55 - 220 心理学科 55 - 220
社会学科 60 - 240 社会学科 60 - 240
社会福祉学科 60 - 240 社会福祉学科 60 - 240
看護学科 70 - 280 看護学科 70 - 280

法学部 法学部
法律学科 160 - 640 法律学科 160 - 640
国際関係法学科 100 - 400 国際関係法学科 100 - 400
地球環境法学科 70 - 280 地球環境法学科 70 - 280

経済学部 経済学部
経済学科 165 - 660 経済学科 165 - 660
経営学科 165 - 660 経営学科 165 - 660

外国語学部 外国語学部
英語学科 180 - 720 英語学科 180 - 720
ドイツ語学科 60 - 240 ドイツ語学科 60 - 240
フランス語学科 70 - 280 フランス語学科 70 - 280
イスパニア語学科 70 - 280 イスパニア語学科 70 - 280
ロシア語学科 60 - 240 ロシア語学科 60 - 240
ポルトガル語学科 60 - 240 ポルトガル語学科 60 - 240

総合グローバル学部 総合グローバル学部
総合グローバル学科 220 - 880 総合グローバル学科 220 - 880

国際教養学部 国際教養学部
国際教養学科 186 - 744 国際教養学科 186 - 744

理工学部 理工学部
物質生命理工学科 125 - 500 物質生命理工学科 137 - 548 定員変更（12）
機能創造理工学科 125 - 500 機能創造理工学科 137 - 548 定員変更（12）
情報理工学科 130 - 520 情報理工学科 136 - 544 定員変更（6）

計 2,801 8 11,220 計 2,841 8 11,380

上智大学大学院 上智大学大学院
神学研究科 神学研究科

神学専攻（Ｍ） 20 - 40 神学専攻（Ｍ） 20 - 40
組織神学専攻（Ｄ） 4 - 12 組織神学専攻（Ｄ） 4 - 12

文学研究科 文学研究科
哲学専攻（Ｍ） 10 - 20 哲学専攻（Ｍ） 10 - 20
哲学専攻（Ｄ） 3 - 9 哲学専攻（Ｄ） 3 - 9
史学専攻（Ｍ） 10 - 20 史学専攻（Ｍ） 10 - 20
史学専攻（Ｄ） 3 - 9 史学専攻（Ｄ） 3 - 9
国文学専攻（Ｍ） 10 - 20 国文学専攻（Ｍ） 10 - 20
国文学専攻（Ｄ） 3 - 9 国文学専攻（Ｄ） 3 - 9
英米文学専攻（Ｍ） 10 - 20 英米文学専攻（Ｍ） 10 - 20
英米文学専攻（Ｄ） 3 - 9 英米文学専攻（Ｄ） 3 - 9
ドイツ文学専攻（Ｍ） 10 - 20 ドイツ文学専攻（Ｍ） 10 - 20
ドイツ文学専攻（Ｄ） 3 - 9 ドイツ文学専攻（Ｄ） 3 - 9
フランス文学専攻（Ｍ） 10 - 20 フランス文学専攻（Ｍ） 10 - 20
フランス文学専攻（Ｄ） 3 - 9 フランス文学専攻（Ｄ） 3 - 9
新聞学専攻（Ｍ） 10 - 20 新聞学専攻（Ｍ） 10 - 20
新聞学専攻（Ｄ） 3 - 9 新聞学専攻（Ｄ） 3 - 9
文化交渉学専攻（Ｍ） 16 - 32 文化交渉学専攻（Ｍ） 16 - 32
文化交渉学専攻（Ｄ） 3 - 9 文化交渉学専攻（Ｄ） 3 - 9

実践宗教学研究科 実践宗教学研究科
　 死生学専攻（Ｍ） 10 - 20 　 死生学専攻（Ｍ） 10 - 20

死生学専攻（Ｄ） 3 - 9 死生学専攻（Ｄ） 3 - 9



学校法人上智学院　設置認可等に関わる組織の移行表

令和4年度
入学
定員

編入
学

収容
定員 令和5年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

総合人間科学研究科 総合人間科学研究科
教育学専攻（Ｍ） 10 - 20 教育学専攻（Ｍ） 10 - 20
教育学専攻（Ｄ） 5 - 15 教育学専攻（Ｄ） 5 - 15
心理学専攻（Ｍ） 20 - 40 心理学専攻（Ｍ） 20 - 40
心理学専攻（Ｄ） 5 - 15 心理学専攻（Ｄ） 5 - 15
社会学専攻（Ｍ） 10 - 20 社会学専攻（Ｍ） 10 - 20
社会学専攻（Ｄ） 3 - 9 社会学専攻（Ｄ） 3 - 9
社会福祉学専攻（Ｍ） 10 - 20 社会福祉学専攻（Ｍ） 10 - 20
社会福祉学専攻（Ｄ） 3 - 9 社会福祉学専攻（Ｄ） 3 - 9
看護学専攻（Ｍ） 9 - 18 看護学専攻（Ｍ） 9 - 18

法学研究科 法学研究科
法律学専攻（Ｍ） 20 - 40 法律学専攻（Ｍ） 20 - 40
法律学専攻（Ｄ） 4 - 12 法律学専攻（Ｄ） 4 - 12
法曹養成専攻（Ｐ） 40 - 120 法曹養成専攻（Ｐ） 40 - 120

経済学研究科 経済学研究科
経済学専攻（Ｍ） 15 - 30 経済学専攻（Ｍ） 15 - 30
経済学専攻（Ｄ） 2 - 6 経済学専攻（Ｄ） 2 - 6
経営学専攻（Ｍ） 15 - 30 経営学専攻（Ｍ） 15 - 30
経営学専攻（Ｄ） 2 - 6 経営学専攻（Ｄ） 2 - 6

言語科学研究科 言語科学研究科
言語学専攻（Ｍ） 33 - 66 言語学専攻（Ｍ） 33 - 66
言語学専攻（Ｄ） 5 - 15 言語学専攻（Ｄ） 5 - 15

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞ研究科 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞ研究科
国際関係論専攻（Ｍ） 15 - 30 国際関係論専攻（Ｍ） 15 - 30
国際関係論専攻（Ｄ） 6 - 18 国際関係論専攻（Ｄ） 6 - 18
地域研究専攻（Ｍ） 15 - 30 地域研究専攻（Ｍ） 15 - 30
地域研究専攻（Ｄ） 5 - 15 地域研究専攻（Ｄ） 5 - 15
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会専攻（Ｍ） 30 - 60 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会専攻（Ｍ） 30 - 60
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会専攻（Ｄ） 3 - 9 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会専攻（Ｄ） 3 - 9
国際協力学専攻（Ｍ） 10 - 20 国際協力学専攻（Ｍ） 10 - 20

理工学研究科 理工学研究科
理工学専攻（Ｍ） 250 - 500 理工学専攻（Ｍ） 200 - 400 定員変更（△50）
理工学専攻（Ｄ） 20 - 60 理工学専攻（Ｄ） 20 - 60

地球環境学研究科 地球環境学研究科
地球環境学専攻（Ｍ） 60 120 地球環境学専攻（Ｍ） 60 - 120
地球環境学専攻（Ｄ） 10 30 地球環境学専攻（Ｄ） 10 - 30

50 - 100
研究科等連係課程実施基本組
織の開設（認可又は届出）

計 782 - 1,708 計 782 - 1,708

上智大学短期大学部 上智大学短期大学部
英語科 250 - 500 英語科 250 - 500

計 250 - 500 計 250 - 500

応用データサイエンス学位
プログラム（Ｍ）


